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※【木曽川水系流域委員会 資料における説明 洪水調節：内ヶ谷ダム（R7年度完成予定）200m3/s 遊水地200m3/s

木曽川水系河川整備計画（平成20年3月28日策定）の概要
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第1章 流域及び河川の現状と課題
第2節 河川整備の現状と課題

第1項 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する
現状と課題

岐阜県が内ケ谷ダムを建設中であり、将来的には一定の洪
水調節が期待できるものの、東海環状自動車道の整備等に
伴う地域開発が進むなか、本来、指定区間の霞堤部等にお
いて有していた遊水機能による洪水調節機能を将来的にも
確保するための早急かつ計画的な対処が必要である。

河川名
基準

地点
目標流量

洪水調節施設による

洪水調節量

河道整備流量

（河道の整備で対応する流量）
備考

長良川 忠節 8,100m3/s 400m3/s※ 7,700m3/s
平成16年10月

洪水対応

第3章 河川の整備の実施に関する事項
第1節 河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事の

施行により設置される河川管理施設の機能の概要
第1項 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項
1 水位低下
（3）洪水調節機能の強化

②遊水地等の整備
長良川において、戦後最大規模の洪水〔平成16年（2004）10月

洪水〕を安全に流下させるため、板取川合流点から下流の区間において遊水機能を活かした洪水調節として基準地点忠節
において戦後最大規模の洪水に対して約200m3/sの流量低減を見込む遊水地等を整備する。
なお、整備にあたっては、当該地域の開発状況と遊水地計画を総合的に検討し、地域の振興に資するような開発プロ

ジェクトと協調を図るなど岐阜県をはじめとする関係機関と十分な調整・連携を図るとともに、既往の洪水に対する当該
地域の浸水対策を併せて検討する。遊水地等の位置・諸元等の詳細については今後検討し決定していく。

遊水地等の整備

木曽川水系
流域図

板取川



河川名 施行の場所
機能の概要等

湛水面積(ha) 容量(万m3） 目的

長良川
右岸 岐阜県美濃市横越 約20 約144

洪水調節
右岸 岐阜県関市池尻 約20 約55

長良川遊水地（美濃市横越地区、関市池尻地区）の概要

美濃市横越地区 関市池尻地区

平成１６年１０月洪水
での浸水範囲

遊水地の概要

○平成３０年度までの木曽川水系流域委員会において示した６箇所の長良川遊水地候補地から、戦後最大流量を記
録した平成１６年１０月洪水と同規模の洪水に対応するための整備箇所として抽出した候補地について、河川に関し
学識経験を有する委員の方々に意見をお聴きし、令和元年度第１回木曽川水系流域委員会において、美濃市横越
地区及び関市池尻地区の２箇所が長良川遊水地の候補箇所として選定された。
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木曽川水系流域委員会での審議状況について
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■令和元年度 第1回、第3回流域委員会における河川環境への配慮事項のまとめ
○横越地区では遊水地内の掘削や築堤により、副流路で確認されている魚類のアジメドジョウやアカザ、イトモロコ、底生動物の

コオイムシの生息場は改変されるが、これらの種は周辺の本川でも確認されており、施工に際し可能な限り調査・移植を行うこ

とで、影響を軽減することが可能である。河道管理にあたっては、河道内ではカワラヨモギ、カワラハハコなどが生育する多様

な地盤高が創出されるよう、緩勾配として礫河原が形成される環境の創出に努める。

○長良川中流域においてはネコギギ、オオサンショウウオが確認されているが、平水位以上の河道掘削であるため、生息環境であ

る本川の水際部の直接改変は行われない。

○工事により発生する土砂や水の濁りが影響を与えないよう、工事実施時には配慮する。

①副流路を改変するが確認種は本川側にも生息しており、移
植等により影響を軽減する。

②流下能力確保のために河道掘削を行うが、平水位以上の
掘削であり本川水際部は直接改変しない

美濃市横越地区 関市池尻地区

①本川を改変するような施工を行わない。
②水門設置箇所では、堤内地との連続性を確保する。
③周囲堤の施工にあたっては、魚類の移動環境に配慮する。

越流堤

副流路

事業箇所及び周辺含めた環境調査を継続し、重要種の分布を確認するとともに生息環境の保全と配慮に努めていく。

越流堤



本検討会の目的
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＜本検討会の目的＞

遊水地の整備にあたっては、事業箇所及び周辺を含めて環境調査を継続し、

重要種の分布を確認するとともに、生態系に配慮して生息環境の保全に努めて

いくこととされている。

本検討会では、その具体的な手法を検討することを目的とする。

＜本検討会の検討事項＞

○事業箇所及び周辺を含めた環境調査・対策手法の検討

○重要種の分布の確認

○継続的な環境調査への助言

○その他事務局が必要と判断したもの



本検討会の進め方

○第1回委員会（令和3年12月24日）

• 本検討会の背景・目的

• 横越地区、池尻地区の環境特性

• 長良川遊水地事業における河川環境保全の基本的な考え方について

○第2回委員会

• 調査及び移植対象種の選定について

• 環境調査及び対策手法について

• モニタリング計画について

○第3回委員会

• 調査・対策手法及びモニタリング計画の取りまとめ

5※第２回、第３回は予定であり、変更される可能性があります。
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長良川中流域の地形および河道特性について

＜地形および河道特性＞ 板取川から伊自良川合流点
までの中流域では、背後地が扇状地地形となっており、
河床勾配が 1/400 程度、川幅が 300～400m 程度、河
床材料粒径が 60 ㎜であり、セグメント1に分類される区
間である。河道は瀬と淵が交互に連なりながら蛇行し、
河川敷には砂礫河原が広がる。

＜自然環境＞ 中流域には、清流に生息する魚とされる
アジメドジョウ等のドジョウ類、オイカワ等のコイ科の魚類
が生息している。また、上流域から中流域の広範囲に天
然記念物であるネコギギや特別天然記念物のオオサン
ショウウオが生息している。

＜河川利用＞ 関市小瀬地先では鵜飼が行われている
など漁業が盛んで、ヤナ漁やアユの友釣りをはじめとし
た伝統的な漁法も数多く伝えられている。また、散策、自
然観察、水浴、釣り、ラフティング、キャンプといった多様
な河川利用がなされている。

長良川河道縦断図

長良川中流域 位置図
出典：長良川中流域における総合的な治水対策プラン参考資料Ⅰ（一部追記）
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※今後の詳細な検討により変更される
可能性があります。

横越地区付近の河道特性について
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河道の経年変化 ・1970年代は、砂礫河原が広く形成されていたが、近年は植生が発達し、砂礫の面積が減少している。
・遊水地区間の中州は洪水時には冠水するものの、位置や大きさはあまり変化していない。
・横越地区付近の河川堤防は、概ね計画高水位まで整備されているが、平成16年10月洪水においては、

左岸では主に越水、右岸では主に山崎大橋より上流付近での溢水に加え、内水氾濫等による浸水が見
られた。また、一部の護岸では老朽化が進行している。

土地利用の経年変化 ・左岸側は圃場整備、右岸側は宅地・ゴルフ場整備など周辺の土地利用は変化している。
・遊水地区間の副流路（内川）は、人為的に掘削されており、平常時は釣り堀として利用されている。
・遊水地区間の中州は耕作地等として利用されてきたが、近年の耕作地利用は減っている。

横越地区付近の経年変化

2021

横越地区遊水地付近の拡大図



池尻地区付近の河道特性について

河道の経年変化 ・1970年代は砂礫河原が広く形成されていた。現状でも池尻地区に隣接す
る砂州に大きな変化は見られない。

・鮎之瀬大橋の上下流付近は、霞堤となっており、現状でも洪水時には冠
水する。特に平成16年10月洪水においては、周辺の家屋にも浸水被害
が及んでいる。

・鮎之瀬大橋下流側へ池ノ川が合流している。

土地利用の経年変化 ・堤内地は、以前より耕作地として利用されてきたが、近年も営農活動が盛
んに行われており、土地利用に大きな変化はない。

・長良川本川では、小瀬鵜飼が行われている。 平成16年10月洪水における浸水状況

池尻地区付近の経年変化

長良川
長良川

長良川

2021

池尻地区遊水地区間の拡大図

※今後の詳細な検討により変更される可能性があります。
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浸水位



長良川約57～約80k間で実施された環境調査の位置図

既往調査の実施状況と確認された重要種
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長良川約57～約80k間で確認された重要種一覧

・長良川中流域では国、岐阜県において環境調査を実施している。
・実施した調査において、ネコギギ、オオサンショウウオをはじめとした重要種が確認されている。

出典：長良川自然環境調査(H13；魚類、底生動物、昆虫類、鳥類、両生類・爬虫類・哺乳類、植物）【岐阜県】
河川水辺の国勢調査(H12；魚類）【国交省、岐阜県】
長良川中流部環境調査（H27～R1；魚類、底生動物、昆虫類、鳥類、植物【国交省】

※赤色アンダーラインは、令和元年度木曽川水系流域委員会後に新たに確認された重要種

文化財保護法 環境省RL 岐阜県RDB

魚類

スナヤツメ類 VU Ⅱor準

ニホンウナギ EN

ヤリタナゴ NT 準

アブラボテ NT 準

ヌマムツ 準

ウシモツゴ CR Ⅰ

カワヒガイ NT

ゼゼラ VU

イトモロコ 準

ドジョウ NT

トウカイコガタスジシマドジョウ EN

アジメドジョウ VU

ネコギギ 天然 EN Ⅰ

アカザ VU

サツキマス（アマゴ） 準

カジカ NT

チチブ NT

カマキリ VU

底生動物

マルタニシ VU 準

コシダカヒメモノアラガイ DD

ナガオカモノアラガイ NT

トンガリササノハガイ NT Ⅱ

マツカサガイ NT Ⅱ

キイロサナエ NT

コオイムシ NT

昆虫類

コオイムシ NT

タガメ VU Ⅱ

コシロシタバ NT

クロゲンゴロウ NT

コガムシ DD

ヤマトアシナガバチ DD

ヤマトスナハキバチ本土亜種 DD

鳥類

ヒクイナ 準

カイツブリ 準

ケリ DD

ミサゴ NT

オオタカ NT 準

サシバ VU 準

ハチクマ NT 準

ハヤブサ VU 準

オオサンショウウオ 特天 VU Ⅱ

トノサマガエル NT

爬虫類

ニホンイシガメ NT 準

哺乳類

カヤネズミ 準

植物

クヌギ 不足

ミズマツバ VU

重要種カテゴリー

両生類

種名

文化財保護法 特天：特別天然記念物、天然：天然記念物
環境省RL （2018) CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足
岐阜県RDB（2010) Ⅰ類：絶滅危惧Ⅰ類、Ⅱ類：絶滅危惧Ⅱ類、準：準絶滅危惧、不足：情報不足

潜水調査 オオサンショウウオ

ネコギギ


長良川（中流域）改

				長良川中流域で確認された重要種･注目種の一覧 ナガラガワ チュウリュウイキ カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				種名 シュメイ								重要種カテゴリー ジュウヨウ シュ

												文化財保護法		環境省RL		岐阜県RDB

				魚類 ギョルイ		ヤツメウナギ目		ヤツメウナギ科

						ヤツメウナギ目		ヤツメウナギ科		スナヤツメ類				VU		Ⅱor準 ジュン

										ニホンウナギ				EN

										ヤリタナゴ				NT		準 ジュン

						コイ目		コイ科		アブラボテ				NT		準 ジュン

										ヌマムツ						準 ジュン

										ウシモツゴ				CR		Ⅰ

										カワヒガイ				NT

										ゼゼラ				VU

										イトモロコ						準 ジュン

										ドジョウ				NT

										トウカイコガタスジシマドジョウ				EN

								ドジョウ科		アジメドジョウ				VU

						ナマズ目		ギギ科 カ		ネコギギ		天然		EN		Ⅰ

								アカザ科		アカザ				VU

						サケ目		サケ科		サツキマス（アマゴ）						準 ジュン

										カジカ				NT

										チチブ						NT

						スズキ目		カジカ科		カマキリ				VU

				底生動物 テイセイ ドウブツ		底生動物 テイセイ ドウブツ		底生動物 テイセイ ドウブツ

										マルタニシ				VU		準 ジュン

										コシダカヒメモノアラガイ				DD

										ナガオカモノアラガイ				NT

										トンガリササノハガイ				NT		Ⅱ

										マツカサガイ				NT		Ⅱ

										キイロサナエ				NT

										コオイムシ				NT

				昆虫類 コンチュウルイ

										コオイムシ				NT

										タガメ				VU		Ⅱ

										コシロシタバ				NT

										クロゲンゴロウ				NT

										コガムシ				DD

										ヤマトアシナガバチ				DD

										ヤマトスナハキバチ本土亜種 ホンド アシュ				DD

				鳥類 チョウルイ		カイツブリ目		カイツブリ科

										ヒクイナ						準 ジュン

										カイツブリ						準 ジュン

										ケリ				DD

										ミサゴ				NT

						タカ目		タカ科		オオタカ				NT		準 ジュン

										サシバ				VU		準 ジュン

										ハチクマ				NT		準 ジュン

										ハヤブサ				VU		準 ジュン

				両生類 リョウセイルイ		有尾目		オオサンショウウオ科

										オオサンショウウオ		特天 トク テン		VU		Ⅱ

										トノサマガエル				NT

				爬虫類 ハチュウルイ

										ニホンイシガメ				NT		準 ジュン

				哺乳類 ホニュウルイ

										カヤネズミ						準 ジュン

				植物 ショクブツ

										クヌギ						不足 フソク

										ミズマツバ				VU



				【凡例】特天：特別天然記念物、天然：天然記念物、EN：絶滅危惧 IA 類、CR+EN：絶滅危惧 I 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、固有：礫河原に固有に生育する種、依存：生息や繁殖を礫河原に依存する種、国内：種の保存法国内希少野生動植物種指定種、放流：長良川中央漁協による放流魚 ハンレイ



				【出典】県調査（H13)魚類･底生動物･鳥類･両爬哺･陸上昆虫類･植物、県調査(H25)希少生物、遊水地環境調査(H27～29･R1)、水国(国:魚類･底生動物)、水国(県:魚類) シュッテン ギョルイ テイセイ ドウブツ チョウルイ リョウ ハ ホ リク ウエ コンチュウルイ ショクブツ ケン チョウサ キショウ セイブツ ユウスイチ カンキョウ チョウサ ミズ コク クニ ギョルイ テイセイ ドウブツ ミズ コク ケン ギョルイ



				【注目種の選定根拠】 チュウモク

				　礫河原性種：礫河原に依存したり固有に分布したりする種。 レキガワラ イゾン コユウ ブンプ シュ

				　　固有：礫河原に固有に生育する種。礫河原の減少とともに激減している(倉本,2019)　依存：生息や繁殖を礫河原に依存する種 セイイク シュ イゾン セイソク ハンショク レキガワラ イゾン シュ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ



				【備 考】　国内：種の保存法国内希少野生動植物種指定種 ビ コウ コクナイ シュ ホゾンホウ コクナイ キショウ シテイシュ

				　　　　　　放流：長良川中央漁協による放流魚(R3計画アユ10,286kg,ウナギ140kg,アマゴ稚魚93kg,アマゴ成魚820kgなど) ホウリュウ ナガラガワ チュウオウ ギョキョウ ホウリュウギョ ケイカク チギョ セイギョ





横越(重要種のみ副流路･長良川2分類)

				横越地区で確認された重要種･注目種の一覧 ヨコゴシ チク カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		遊水地計画地 ユウスイチ ケイカク チ		長良川（近傍） ナガラガワ キンボウ		長良川（中流域） ナガラガワ チュウ イキ		計画遊水地 ケイカク ユウスイチ		長良川本川 ナガラガワ ホンセン		副流路 フクリュウロ		長良川 ナガラガワ		重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ						注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ						備 考 ビ コウ

																						(内川) ウチカワ		(本川･中州･
　内川を含む)		文化財
保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB		礫河原
性種 レキ カワラ セイ シュ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞ
ｼｯﾌﾟ種 シュ

				魚類 ギョルイ		ヤツメウナギ目		ヤツメウナギ科		スナヤツメ類		○		○				○		○		○		○				VU		VUorNT

										ニホンウナギ				○		○				○				○				EN						○		○		放流 ホウリュウ

										ヤリタナゴ						○

										アブラボテ				○		○				○				○				NT		NT

										カワヒガイ		○		○		○		○		○		○		○				NT

										ゼゼラ		○						○				○		○				VU

										イトモロコ		○		○		○		○		○		○		○						NT

										スゴモロコ						○								○				VU

										トウカイコガタスジシマドジョウ						○								○				EN

								ドジョウ科		アジメドジョウ		○		○		○		○		○		○		○				VU

										ネコギギ				○		○				○				○		天然		EN		CR+EN								国天 クニ テン

								アカザ科		アカザ		○		○		○		○		○		○		○				VU

										アユ		○		○		○		○		○		○		○										◎		◎		放流 ホウリュウ

						サケ目		サケ科		サツキマス（アマゴ）		○		○				○		○		○		○						NT				○		○		放流 ホウリュウ

						スズキ目		カジカ科		カマキリ		○				○		○				○		○				VU

										カジカ		○				○		○				○		○				NT						△

										カワヨシノボリ		○		○		○		○		○		○												△

				底生動物 テイセイ ドウブツ		カメムシ目		コオイムシ科		コオイムシ		○						○				○		○				NT

				陸上昆虫						コシロシタバ				○				○						○				NT

						ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		ヤマトアシナガバチ		○						○						○				DD

								クモバチ科		アオスジクモバチ		○		○				○						○				DD

								ドロバチモドキ科		ヤマトスナハキバチ本土亜種		○		○				○						○				DD

				鳥類 チョウルイ		チドリ目		チドリ科		カイツブリ				○		○				○				○						NT

						チドリ目		チドリ科		ケリ		○						○						○				DD

						タカ目		タカ科		オオタカ		○		○				○						○				NT		NT

										サシバ				○														VU		NT

										ミサゴ						○												NT

				両生類 リョウセイルイ		有尾目		オオサンショウウオ科		オオサンショウウオ				○		○				○				○		特天 トク テン		VU		VU								特天 トク テン

										トノサマガエル				○		○				○				○				NT

				植物 ショクブツ						カワラハハコ						○																代表 ダイヒョウ

										カワラヨモギ				○		○		○														代表 ダイヒョウ



				【凡例】特天：特別天然記念物、天然：天然記念物、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、固有：礫河原に固有に生育する種、放流：長良川中央漁協による放流魚 ハンレイ ホウリュウ



				【出典】県調査（H13)底生動物･鳥類･両爬哺･陸上昆虫類･植物、
         県調査(H25)希少生物、遊水地環境調査(H27～29･R1)、
　　　   平成31年度木曽川上流環境事業計画検討業務



				【注目種の選定根拠】 チュウモク シュ

				　礫河原性種：礫河原に依存したり固有に分布したりする種。
　代表：礫河原を代表する種。礫河原の減少とともに減少している(倉本,2019)。 レキガワラ イゾン コユウ ブンプ シュ ダイヒョウ ダイヒョウ ゲンショウ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ



				【備 考】放流：長良川中央漁協による放流魚 ビ コウ ホウリュウ ナガラガワ チュウオウ ギョキョウ ホウリュウ サカナ

				　　　　  国天：文化財保護法に基づき国が指定した天然記念物 クニ テン ブンカザイ ホゴホウ モト クニ シテイ テンネン キネンブツ

				          特天：文化財保護法に基づき国が指定した特別天然記念物 トクテン トクベツ





池尻(重要種のみ圃場･池の川･長良川3分類) 

				池尻地区で確認された重要種･注目種の一覧 イケジリ チク カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		遊水地計画地 ユウスイチ ケイカク チ						圃場 ホジョウ		池ノ川 イケ カワ		長良川 ナガラガワ		長良川（中流域） ナガラガワ チュウ イキ		重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ								注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ				備 考 ビ コウ

												圃場内 ホジョウ ナイ		改変地 カイヘンチ		池の川 イケ カワ										文化財
保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB		関市 セキシ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞ
ｼｯﾌﾟ種 シュ

				魚類 ギョルイ						スナヤツメ類 ルイ												○						VU		VUorNT		○

										ニホンウナギ														○				EN						○		○		放流 ホウリュウ

										ヤリタナゴ						○				○		○		○				NT		NT		○

										アブラボテ		○		○		○		○		○		○		○				NT		NT		○

										ヌマムツ						○				○										NT		○

										ウシモツゴ						○				○								CR		CR+EN		○				△

										カワヒガイ						○				○		○		○				NT

										ゼゼラ												○		○				VU

										イトモロコ		○		○		○		○		○		○		○						NT		○

										ドジョウ		○		○		○		○		○								NT

										トウカイコガタスジシマドジョウ												○						EN				○

										アジメドジョウ												○		○				VU				○

										ネコギギ												○		○		天然 テンネン		EN		CR+EN		○						国天 クニ テン

										アカザ												○		○				VU				○

										アユ												○		○										○		○		放流 ホウリュウ

										サツキマス（アマゴ）														○						NT				○		○		放流 ホウリュウ

										カマキリ												○						VU		VU		○

										カジカ												○		○				NT						△

										カワヨシノボリ												○		○										△

				底生動物 テイセイ ドウブツ						マルタニシ		○						○										VU		NT						○

										コシダカヒメモノアラガイ		○						○										DD

										トンガリササノハガイ						○				○								NT		VU						○

										マツカサガイ						○				○								NT		VU						○

										キイロサナエ						○				○								NT

										コオイムシ		○		○				○						○				NT

										タガメ		○						○										VU		VU		○				○

										クロゲンゴロウ		○						○										NT

										コガムシ		○		○				○										DD

				陸上昆虫		ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		コシロシタバ														○				NT

				陸上昆虫		ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		ヤマトアシナガバチ		○		○				○						○				DD

										ヤマトスナハキバチ本土亜種														○				DD

				鳥類 チョウルイ		チドリ目		チドリ科		ヒクイナ		○				○		○		○								DD

										チュウサギ		○						○										NT

										ケリ		○						○						○				DD

										ミサゴ												○						NT

						タカ目		タカ科		ハチクマ		○						○										NT		NT

										ハヤブサ												○						VU		NT		○						国内 コクナイ

				両生類 リョウセイルイ						オオサンショウウオ												○		○		特天 トク テン		VU		VU								特天 トク テン

										トノサマガエル		○		○		○		○		○				○				NT								△

										シュレーゲルアオガエル		○						○														○

				植物 ショクブツ						ミズマツバ		○		○		○		○		○								VU



				【凡例】特天：特別天然記念物、天然：天然記念物、CR+EN：絶滅危惧 I 類、CR:絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、
　　　　 DD：情報不足、関市：関市に生育している可能性のある希少野生生物種 ハンレイ



				【出典】県調査（H13)底生動物･鳥類･両爬哺･陸上昆虫類･植物、
         県調査(H25)希少生物、遊水地環境調査(H27～29･R1)、
　　　   平成31年度木曽川上流環境事業計画検討業務



				【注目種の選定根拠】 チュウモク シュ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ



				【備 考】放流：長良川中央漁協による放流魚
          (R3計画アユ10,286kg,ウナギ140kg,アマゴ稚魚93kg,アマゴ成魚820kgなど) ビ コウ ホウリュウ ナガラガワ チュウオウ ギョキョウ ホウリュウ サカナ ケイカク チギョ セイギョ

				　　　　　国内：種の保存法に基づく特定第二種国内希少野生動植物種 コクナイ シュ ホゾンホウ モト トクテイ ダイニ シュ コクナイ キショウ ヤセイ ドウショクブツ シュ

				　　　　  国天：文化財保護法に基づき国が指定した天然記念物 クニ テン ブンカザイ ホゴホウ モト クニ シテイ テンネン キネンブツ

				          特天：文化財保護法に基づき国が指定した特別天然記念物 トクテン トクベツ







横越(重要種のみ副流路･長良川2分類) (区分)

				横越地区で確認された重要種･注目種の一覧 ヨコゴシ チク カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		生態区分等 セイタイ クブン トウ		生息環境等		区分 クブン								遊水地計画地 ユウスイチ ケイカク チ		長良川（近傍） ナガラガワ キンボウ		長良川（中流域） ナガラガワ チュウ イキ		計画遊水地		長良川本川		副流路 フク リュウロ		長良川		重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ						注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ						備 考 ビ コウ

																①
移植
対象種 イショク タイショウシュ		②
工事中の
モニタリング
対象種 コウジ チュウ タイショウ シュ		②
工事中の
モニタリング
対象種 コウジ チュウ タイショウ シュ		③
工事後の
モニタリング
対象種 コウジ ゴ タイショウ シュ												(内川) ウチカワ		(本川･中州･
　内川を含む)		文化財
保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB		礫河原
性種 レキ カワラ セイ シュ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞ
ｼｯﾌﾟ種 シュ

				魚類 ギョルイ		ヤツメウナギ目		ヤツメウナギ科		スナヤツメ類		純淡		底生 テイセイ		○		○				○		○		○				○		○		○		○				VU		VU / NT

										ニホンウナギ								○				○				○		○				○				○				EN						○		○		放流 ホウリュウ

										ヤリタナゴ												(○)						○								(○)

										アブラボテ								○				○				○		○				○				○				NT		NT

										カワヒガイ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○				○		○		○		○		○		○		○		○				NT

										ゼゼラ		純淡		遊泳 ユウエイ		○						○		○						○				○		○				VU

										イトモロコ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○				○		○		○		○		○		○		○		○						NT

										スゴモロコ												(○)						○								(○)				VU

										トウカイコガタスジシマドジョウ										○		(○)						○								(○)				EN

								ドジョウ科		アジメドジョウ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○				VU

										ネコギギ						(○)		○				○				○		○				○				○		国天 クニ テン		EN		CR+EN

								アカザ科		アカザ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○				VU

										アユ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		○		○		○		○		○		○				○										◎		◎		放流 ホウリュウ

						サケ目		サケ科		サツキマス（アマゴ）		陸封 リクフウ		遊泳 ユウエイ		○		○				○		○		○				○		○		○		○						NT				○		○		放流 ホウリュウ

						スズキ目		カジカ科		カマキリ		回遊		底生 テイセイ		○						○		○				○		○				○		○				VU

										カジカ		純淡		底生 テイセイ		○						○		○				○		○				○		○				NT						△

										カワヨシノボリ		純淡		底生 テイセイ		○		○				○		○		○		○		○		○		○		○										△

				底生動物 テイセイ ドウブツ		カメムシ目		コオイムシ科		コオイムシ		水生 スイセイ		止水 シスイ		○						○		○						○				○		○				NT

				陸上昆虫						コシロシタバ		飛翔 ヒショウ		草地 ソウチ				-				-				○				○						○				NT

						ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		ヤマトアシナガバチ		飛翔 ヒショウ		草地 ソウチ		-						-		○						○						○				DD

								クモバチ科		アオスジクモバチ		飛翔 ヒショウ		砂地 スナチ		-		-				-		○		○				○						○				DD

								ドロバチモドキ科		ヤマトスナハキバチ本土亜種		飛翔 ヒショウ		砂地 スナチ		-		-				-		○		○				○						○				DD

				鳥類 チョウルイ		チドリ目		チドリ科		カイツブリ		留鳥		農地 ノウチ				○※1				○				○		○				○				○						NT

						チドリ目		チドリ科		ケリ		留鳥		農地 ノウチ		-						-		○						○						○				DD

						タカ目		タカ科		オオタカ		留鳥		樹林 ジュリン		-		-				-		○		○				○						○				NT		NT

										サシバ								-				-				○										○				VU		NT

										ミサゴ												-						○								○				NT

				両生類 リョウセイルイ		有尾目		オオサンショウウオ科		オオサンショウウオ		オオサンショウウオ		オオサンショウウオ		(○)		○				○				○		○				○				○		特天 トク テン		VU		VU

										トノサマガエル		トノサマガエル		トノサマガエル				○				○				○		○				○				○				NT

				植物 ショクブツ						カワラハハコ		草本 ソウホン		河原 カワラ								○						○																代表 ダイヒョウ

										カワラヨモギ		草本 ソウホン		河原 カワラ				○				○※2				○		○		○														代表 ダイヒョウ



				【凡例】特天：特別天然記念物、国天：国指定天然記念物、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、放流：長良川中央漁協による放流魚 ハンレイ クニ テン クニシテイ ホウリュウ



				【出典】県調査（H13)底生動物･鳥類･両爬哺･陸上昆虫類･植物、県調査(H25)希少生物、遊水地環境調査(H27～29･R1) シュッテン テイセイ ドウブツ チョウルイ リョウ ハ ホ リク ウエ コンチュウルイ ショクブツ ケン チョウサ キショウ セイブツ ユウスイチ カンキョウ チョウサ



				【注目種の選定根拠】 チュウモク シュ

				　礫河原性種：礫河原に依存したり固有に分布したりする種。固有：礫河原に固有に生育する種。礫河原の減少とともに激減している(倉本,2019) レキガワラ イゾン コユウ ブンプ シュ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ

				【備 考】　放流：長良川中央漁協による放流魚(R3計画アユ10,286kg,ウナギ140kg,アマゴ稚魚93kg,アマゴ成魚820kgなど) ビ コウ ホウリュウ ナガラガワ チュウオウ ギョキョウ ホウリュウ サカナ ケイカク チギョ セイギョ

				※1：水面に営巣する種、※2：掘削後の状況に応じて播種等を検討する スイメン エイソウ シュ クッサクゴ ジョウキョウ オウ ハシュ トウ ケントウ





池尻(重要種のみ圃場･池の川･長良川3分類) (区分)

				池尻地区で確認された重要種･注目種の一覧 イケジリ チク カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		区分 クブン						遊水地計画地 ユウスイチ ケイカク チ						長良川（近傍） ナガラガワ キンボウ		長良川（中流域） ナガラガワ チュウ イキ		圃場 ホジョウ		池の川 イケ カワ		長良川(前面) ナガラガワ ゼンメン		圃場 ホジョウ		池ノ川		長良川		重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ										注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ				備 考 ビ コウ

												①
移植
対象種 イショク タイショウシュ		②
工事中の
モニタリング
対象種 コウジ チュウ タイショウ シュ		③
工事後の
モニタリング
対象種 コウジ ゴ タイショウ シュ		圃場内 ホジョウ ナイ		改変地 カイヘンチ		池の川 イケ カワ																		文化財
保護法		国内希少
野生
動植物種 コクナイ キショウ ヤセイ ドウショクブツ シュ		環境省
RL		岐阜県
RDB		関市 セキシ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞ
ｼｯﾌﾟ種 シュ

				魚類 ギョルイ						スナヤツメ類 ルイ				○		○								○								○						○						VU		VUorNT		○

										ニホンウナギ						（○）										○																		EN						○		○		放流 ホウリュウ

										ヤリタナゴ				○		○						○		○		○				○		○				○		○						NT		NT		○

										アブラボテ		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○						NT		NT		○

										ヌマムツ				○		○						○								○						○										NT		○

										ウシモツゴ				○		○						○								○						○								CR		CR+EN		○				△

										カワヒガイ				○		○						○		○		○				○		○				○		○						NT

										ゼゼラ				○		○								○		○						○						○						VU

										イトモロコ		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○								NT		○

										ドジョウ		○		○		○		○		○		○						○		○				○		○								NT

										トウカイコガタスジシマドジョウ				○		○								○								○						○						EN				○

										アジメドジョウ				○		○								○		○						○						○						VU				○

										ネコギギ		（○）		○		○								○		○						○						○		天然 テンネン				EN		CR+EN		○

										アカザ				○		○								○		○						○						○						VU				○

										アユ				○		○								○		○						○						○												○		○		放流 ホウリュウ

										サツキマス（アマゴ）						（○）										○																				NT				○		○		放流 ホウリュウ

										カマキリ				○		○								○								○						○						VU		VU		○

										カジカ				○		○								○		○						○						○						NT						△

										カワヨシノボリ						（○）										○						○						○												△

				底生動物 テイセイ ドウブツ						マルタニシ								○										○						○										VU		NT						○

										コシダカヒメモノアラガイ								○										○						○										DD

										ナガオカモノアラガイ				○		○								○								○												NT

										トンガリササノハガイ				○		○						○								○						○								NT		VU						○

										マツカサガイ				○		○						○								○						○								NT		VU						○

										キイロサナエ				○		○						○								○						○								NT

										コオイムシ		○		○		○		○		○				○		○		○				○		○				○						NT

										タガメ		（○）				（○）		○										○						○								指定 シテイ		VU		VU		○				◎

										クロゲンゴロウ								○										○						○										NT

										コガムシ		○		○		○		○		○				○				○				○		○										DD

				陸上昆虫		ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		コシロシタバ						-										○																		NT

				陸上昆虫		ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		ヤマトアシナガバチ		-				-		○		○						○		○						○										DD

										ヤマトスナハキバチ本土亜種						-										○																		DD

				鳥類 チョウルイ		チドリ目		チドリ科		ヒクイナ				○		○		○				○						○		○				○		○								DD

										チュウサギ								○										○						○										NT

										ケリ						-		○								○		○						○										DD

										ミサゴ				-										○								○						○						NT

						タカ目		タカ科		ハチクマ				-				○						○				○				○		○										NT		NT

										ハヤブサ				-										○								○						○				指定 シテイ		VU		NT		○

				両生類 リョウセイルイ						オオサンショウウオ		（○）				（○）										○						○						○		特天 トク テン				VU		VU

										トノサマガエル		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○								NT								△

										シュレーゲルアオガエル								○										○						○														○

				植物 ショクブツ						ミズマツバ		○		○		○		○		○		○		○				○		○		○		○		○								VU



				【凡例】特天：特別天然記念物、天然：天然記念物、CR+EN：絶滅危惧 I 類、CR:絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、
　　　　関市：関市に生育している可能性のある希少野生生物種、
　　　　国内：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（種の保存法）に基づく特定第二種国内希少野生動植物種指定種 ハンレイ



				【出典】県調査（H13)底生動物･鳥類･両爬哺･陸上昆虫類･植物、県調査(H25)希少生物、遊水地環境調査(H27～29･R1) シュッテン テイセイ ドウブツ チョウルイ リョウ ハ ホ リク ウエ コンチュウルイ ショクブツ ケン チョウサ キショウ セイブツ ユウスイチ カンキョウ チョウサ



				【注目種の選定根拠】 チュウモク シュ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ



				【備 考】　放流：長良川中央漁協による放流魚(R3計画アユ10,286kg,ウナギ140kg,アマゴ稚魚93kg,アマゴ成魚820kgなど) ビ コウ ホウリュウ ナガラガワ チュウオウ ギョキョウ ホウリュウ サカナ ケイカク チギョ セイギョ

				　　　　　







横越(重要種のみ、副流路･長良川２分類)

				横越地区で確認された重要種･注目種の一覧 ヨコゴシ チク カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		生態区分等 セイタイ クブン トウ		生息環境等		遊水地計画地 ユウスイチ ケイカク チ		長良川（近傍） ナガラガワ キンボウ		長良川（中流域） ナガラガワ チュウ イキ		計画遊水地 ケイカク ユウスイチ		長良川本川 ナガラガワ ホンセン				重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ						注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ						備 考 ビ コウ

																												文化財
保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB		礫河原
性種 レキ カワラ セイ シュ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞ
ｼｯﾌﾟ種 シュ

				魚類 ギョルイ		ヤツメウナギ目		ヤツメウナギ科		スナヤツメ類		純淡		底生 テイセイ		○		○				○		○						VU		VUorNT

										ニホンウナギ								○		○				○						EN						○		○		放流 ホウリュウ

										ヤリタナゴ										○

										アブラボテ								○		○				○						NT		NT

										カワヒガイ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		○		○						NT

										ゼゼラ		純淡		遊泳 ユウエイ		○						○								VU

										イトモロコ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		○		○								NT

										スゴモロコ										○										VU

										トウカイコガタスジシマドジョウ										○										EN

								ドジョウ科		アジメドジョウ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		○		○						VU

										ネコギギ								○		○				○				天然		EN		CR+EN								国天 クニ テン

								アカザ科		アカザ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		○		○						VU

										アユ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		○		○												◎		◎		放流 ホウリュウ

						サケ目		サケ科		サツキマス（アマゴ）		陸封 リクフウ		遊泳 ユウエイ		○		○				○		○								NT				○		○		放流 ホウリュウ

						スズキ目		カジカ科		カマキリ		回遊		底生 テイセイ		○				○		○								VU

										カジカ		純淡		底生 テイセイ		○				○		○								NT						△

										カワヨシノボリ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		○		○												△

				底生動物 テイセイ ドウブツ		カメムシ目		コオイムシ科		コオイムシ		水生 スイセイ		止水 シスイ		○						○								NT

				陸上昆虫						コシロシタバ		飛翔 ヒショウ		草地 ソウチ				○				○								NT

						ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		ヤマトアシナガバチ		飛翔 ヒショウ		草地 ソウチ		○						○								DD

								クモバチ科		アオスジクモバチ		飛翔 ヒショウ		砂地 スナチ		○		○				○								DD

								ドロバチモドキ科		ヤマトスナハキバチ本土亜種		飛翔 ヒショウ		砂地 スナチ		○		○				○								DD

				鳥類 チョウルイ		チドリ目		チドリ科		カイツブリ		留鳥		農地 ノウチ				○		○				○								NT

						チドリ目		チドリ科		ケリ		留鳥		農地 ノウチ		○						○								DD

						タカ目		タカ科		オオタカ		留鳥		樹林 ジュリン		○		○				○								NT		NT

										サシバ								○												VU		NT

										ミサゴ										○										NT

				両生類 リョウセイルイ		有尾目		オオサンショウウオ科		オオサンショウウオ		オオサンショウウオ		オオサンショウウオ				○		○				○				特天 トク テン		VU		VU								特天 トク テン

										トノサマガエル		トノサマガエル		トノサマガエル				○		○				○						NT

				植物 ショクブツ						カワラハハコ		草本 ソウホン		河原 カワラ						○														代表 ダイヒョウ

										カワラヨモギ		草本 ソウホン		河原 カワラ				○		○		○												代表 ダイヒョウ



				【凡例】特天：特別天然記念物、天然：天然記念物、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、固有：礫河原に固有に生育する種、放流：長良川中央漁協による放流魚 ハンレイ ホウリュウ



				【出典】県調査（H13)底生動物･鳥類･両爬哺･陸上昆虫類･植物、
         県調査(H25)希少生物、遊水地環境調査(H27～29･R1)、
　　　   平成31年度木曽川上流環境事業計画検討業務



				【注目種の選定根拠】 チュウモク シュ

				　礫河原性種：礫河原に依存したり固有に分布したりする種。
　代表：礫河原を代表する種。礫河原の減少とともに減少している(倉本,2019)。 レキガワラ イゾン コユウ ブンプ シュ ダイヒョウ ダイヒョウ ゲンショウ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ



				【備 考】放流：長良川中央漁協による放流魚 ビ コウ ホウリュウ ナガラガワ チュウオウ ギョキョウ ホウリュウ サカナ

				　　　　  国天：文化財保護法に基づき国が指定した天然記念物 クニ テン ブンカザイ ホゴホウ モト クニ シテイ テンネン キネンブツ

				          特天：文化財保護法に基づき国が指定した特別天然記念物 トクテン トクベツ





池尻(圃場･池の川･長良川3分類)

				池尻地区で確認された重要種･注目種の一覧 イケジリ チク カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		遊水地計画地 ユウスイチ ケイカク チ						計画遊水地 ケイカク ユウスイチ		池ノ川 イケ カワ		長良川本川 ナガラガワ ホンセン		長良川（中流域） ナガラガワ チュウ イキ		重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ								注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ				備 考 ビ コウ

												圃場内 ホジョウ ナイ		改変地 カイヘンチ		池の川 イケ カワ										文化財
保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB		関市 セキシ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞ
ｼｯﾌﾟ種 シュ

				魚類 ギョルイ						スナヤツメ類 ルイ												○						VU		VUorNT		○

										ニホンウナギ														○				EN						○		○		放流 ホウリュウ

										ヤリタナゴ						○				○		○		○				NT		NT		○

										アブラボテ		○		○		○		○		○		○		○				NT		NT		○

										ヌマムツ						○				○										NT		○

										ウシモツゴ						○				○								CR		CR+EN		○				△

										カワヒガイ						○				○		○		○				NT

										ゼゼラ												○		○				VU

										イトモロコ		○		○		○		○		○		○		○						NT		○

										ドジョウ		○		○		○		○		○								NT

										トウカイコガタスジシマドジョウ												○						EN				○

										アジメドジョウ												○		○				VU				○

										ネコギギ												○		○		天然 テンネン		EN		CR+EN		○						国天 クニ テン

										アカザ												○		○				VU				○

										アユ												○		○										○		○		放流 ホウリュウ

										サツキマス（アマゴ）														○						NT				○		○		放流 ホウリュウ

										カマキリ												○						VU		VU		○

										カジカ												○		○				NT						△

										カワヨシノボリ												○		○										△

				底生動物 テイセイ ドウブツ						マルタニシ		○						○										VU		NT						○

										コシダカヒメモノアラガイ		○						○										DD

										トンガリササノハガイ						○				○								NT		VU						○

				底生動物 テイセイ ドウブツ						マツカサガイ						○				○								NT		VU						○

										キイロサナエ						○				○								NT

										コオイムシ		○		○				○						○				NT

										タガメ		○						○										VU		VU		○				○

										クロゲンゴロウ		○						○										NT

										コガムシ		○		○				○										DD

				陸上昆虫		ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		コシロシタバ														○				NT

				陸上昆虫		ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		ヤマトアシナガバチ		○		○				○						○				DD

										ヤマトスナハキバチ本土亜種														○				DD

				鳥類 チョウルイ		チドリ目		チドリ科		ヒクイナ		○				○		○		○								DD

										チュウサギ		○						○										NT

										ケリ		○						○						○				DD

										ミサゴ												○						NT

						タカ目		タカ科		ハチクマ		○						○										NT		NT

										ハヤブサ												○						VU		NT		○						国内 コクナイ

				両生類 リョウセイルイ						オオサンショウウオ												○		○		特天 トク テン		VU		VU								特天 トク テン

										トノサマガエル		○		○		○		○		○				○				NT								△

										シュレーゲルアオガエル		○						○														○

				植物 ショクブツ						ミズマツバ		○		○		○		○		○								VU



				【凡例】特天：特別天然記念物、天然：天然記念物、CR+EN：絶滅危惧 I 類、CR:絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、
　　　　 DD：情報不足、関市：関市に生育している可能性のある希少野生生物種 ハンレイ



				【出典】県調査（H13)底生動物･鳥類･両爬哺･陸上昆虫類･植物、
         県調査(H25)希少生物、遊水地環境調査(H27～29･R1)、
　　　   平成31年度木曽川上流環境事業計画検討業務



				【注目種の選定根拠】 チュウモク シュ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ



				【備 考】放流：長良川中央漁協による放流魚
          (R3計画アユ10,286kg,ウナギ140kg,アマゴ稚魚93kg,アマゴ成魚820kgなど) ビ コウ ホウリュウ ナガラガワ チュウオウ ギョキョウ ホウリュウ サカナ ケイカク チギョ セイギョ

				　　　　　国内：種の保存法に基づく特定第二種国内希少野生動植物種 コクナイ シュ ホゾンホウ モト トクテイ ダイニ シュ コクナイ キショウ ヤセイ ドウショクブツ シュ

				　　　　  国天：文化財保護法に基づき国が指定した天然記念物 クニ テン ブンカザイ ホゴホウ モト クニ シテイ テンネン キネンブツ

				          特天：文化財保護法に基づき国が指定した特別天然記念物 トクテン トクベツ







横越(計画遊水地･長良川2分類) (区分)

				横越地区で確認された重要種･注目種の一覧 ヨコゴシ チク カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		生態区分等 セイタイ クブン トウ		生息環境等		区分 クブン								遊水地計画地 ユウスイチ ケイカク チ		長良川（近傍） ナガラガワ キンボウ		長良川（中流域） ナガラガワ チュウ イキ		計画遊水地		長良川本川		副流路 フク リュウロ		長良川		重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ						注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ						備 考 ビ コウ

																①
移植
対象種 イショク タイショウシュ		②
工事中の
モニタリング
対象種 コウジ チュウ タイショウ シュ		②
工事中の
モニタリング
対象種 コウジ チュウ タイショウ シュ		③
工事後の
モニタリング
対象種 コウジ ゴ タイショウ シュ														()		文化財
保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB		礫河原
性種 レキ カワラ セイ シュ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞ
ｼｯﾌﾟ種 シュ

				魚類 ギョルイ		ヤツメウナギ目		ヤツメウナギ科		スナヤツメ類		純淡		底生 テイセイ		○		○				○		○		○				○		○								VU		VU / NT

										ニホンウナギ								○				○				○		○				○								EN						○		○		放流 ホウリュウ

										ヤリタナゴ												(○)						○

										アブラボテ								○				○				○		○				○								NT		NT

										カワヒガイ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○				○		○		○		○		○		○								NT

										ゼゼラ		純淡		遊泳 ユウエイ		○						○		○						○										VU

										イトモロコ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○				○		○		○		○		○		○										NT

										スゴモロコ												(○)						○												VU

										トウカイコガタスジシマドジョウ										○		(○)						○												EN

								ドジョウ科		アジメドジョウ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		○		○		○		○		○		○								VU

										ネコギギ						(○)		○				○				○		○				○						国天 クニ テン		EN		CR+EN

								アカザ科		アカザ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		○		○		○		○		○		○								VU

										アユ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		○		○		○		○		○		○														◎		◎		放流 ホウリュウ

						サケ目		サケ科		サツキマス（アマゴ）		陸封 リクフウ		遊泳 ユウエイ		○		○				○		○		○				○		○										NT				○		○		放流 ホウリュウ

						スズキ目		カジカ科		カマキリ		回遊		底生 テイセイ		○						○		○				○		○										VU

										カジカ		純淡		底生 テイセイ		○						○		○				○		○										NT						△

										カワヨシノボリ		純淡		底生 テイセイ		○		○				○		○		○		○		○		○														△

				底生動物 テイセイ ドウブツ		カメムシ目		コオイムシ科		コオイムシ		水生 スイセイ		止水 シスイ		○						○		○						○										NT

				陸上昆虫						コシロシタバ		飛翔 ヒショウ		草地 ソウチ				-				-				○				○										NT

						ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		ヤマトアシナガバチ		飛翔 ヒショウ		草地 ソウチ		-						-		○						○										DD

								クモバチ科		アオスジクモバチ		飛翔 ヒショウ		砂地 スナチ		-		-				-		○		○				○										DD

								ドロバチモドキ科		ヤマトスナハキバチ本土亜種		飛翔 ヒショウ		砂地 スナチ		-		-				-		○		○				○										DD

				鳥類 チョウルイ		チドリ目		チドリ科		カイツブリ		留鳥		農地 ノウチ				○※1				○				○		○				○										NT

						チドリ目		チドリ科		ケリ		留鳥		農地 ノウチ		-						-		○						○										DD

						タカ目		タカ科		オオタカ		留鳥		樹林 ジュリン		-		-				-		○		○				○										NT		NT

										サシバ								-				-				○														VU		NT

										ミサゴ												-						○												NT

				両生類 リョウセイルイ		有尾目		オオサンショウウオ科		オオサンショウウオ		オオサンショウウオ		オオサンショウウオ		(○)		○				○				○		○				○						特天 トク テン		VU		VU

										トノサマガエル		トノサマガエル		トノサマガエル				○				○				○		○				○								NT

				植物 ショクブツ						カワラハハコ		草本 ソウホン		河原 カワラ								○						○																代表 ダイヒョウ

										カワラヨモギ		草本 ソウホン		河原 カワラ				○				○※2				○		○		○														代表 ダイヒョウ



				【凡例】特天：特別天然記念物、国天：国指定天然記念物、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、固有：礫河原に固有に生育する種、放流：長良川中央漁協による放流魚 ハンレイ クニ テン クニシテイ ホウリュウ



				【出典】県調査（H13)底生動物･鳥類･両爬哺･陸上昆虫類･植物、県調査(H25)希少生物、遊水地環境調査(H27～29･R1) シュッテン テイセイ ドウブツ チョウルイ リョウ ハ ホ リク ウエ コンチュウルイ ショクブツ ケン チョウサ キショウ セイブツ ユウスイチ カンキョウ チョウサ



				【注目種の選定根拠】 チュウモク シュ

				　礫河原性種：礫河原に依存したり固有に分布したりする種。固有：礫河原に固有に生育する種。礫河原の減少とともに激減している(倉本,2019) レキガワラ イゾン コユウ ブンプ シュ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ

				【備 考】　放流：長良川中央漁協による放流魚(R3計画アユ10,286kg,ウナギ140kg,アマゴ稚魚93kg,アマゴ成魚820kgなど) ビ コウ ホウリュウ ナガラガワ チュウオウ ギョキョウ ホウリュウ サカナ ケイカク チギョ セイギョ

				※1：水面に営巣する種、※2：掘削後の状況に応じて播種等を検討する スイメン エイソウ シュ クッサクゴ ジョウキョウ オウ ハシュ トウ ケントウ





池尻(圃場･池の川･長良川3分類) (区分)

				池尻地区で確認された重要種･注目種の一覧 イケジリ チク カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		区分 クブン						遊水地計画地 ユウスイチ ケイカク チ						長良川（近傍） ナガラガワ キンボウ		長良川（中流域） ナガラガワ チュウ イキ		圃場 ホジョウ		池の川 イケ カワ		長良川(前面) ナガラガワ ゼンメン		計画遊水地		池ノ川		長良川本川		重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ										注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ				備 考 ビ コウ

												①
移植
対象種 イショク タイショウシュ		②
工事中の
モニタリング
対象種 コウジ チュウ タイショウ シュ		③
工事後の
モニタリング
対象種 コウジ ゴ タイショウ シュ		圃場内 ホジョウ ナイ		改変地 カイヘンチ		池の川 イケ カワ																		文化財
保護法		国内希少
野生
動植物種 コクナイ キショウ ヤセイ ドウショクブツ シュ		環境省
RL		岐阜県
RDB		関市 セキシ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞ
ｼｯﾌﾟ種 シュ

				魚類 ギョルイ						スナヤツメ類 ルイ				○		○								○								○						○						VU		VUorNT		○

										ニホンウナギ						（○）										○																		EN						○		○		放流 ホウリュウ

										ヤリタナゴ				○		○						○		○		○				○		○				○		○						NT		NT		○

										アブラボテ		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○						NT		NT		○

										ヌマムツ				○		○						○								○						○										NT		○

										ウシモツゴ				○		○						○								○						○								CR		CR+EN		○				△

										カワヒガイ				○		○						○		○		○				○		○				○		○						NT

										ゼゼラ				○		○								○		○						○						○						VU

										イトモロコ		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○								NT		○

										ドジョウ		○		○		○		○		○		○						○		○				○		○								NT

										トウカイコガタスジシマドジョウ				○		○								○								○						○						EN				○

										アジメドジョウ				○		○								○		○						○						○						VU				○

										ネコギギ		（○）		○		○								○		○						○						○		天然 テンネン				EN		CR+EN		○

										アカザ				○		○								○		○						○						○						VU				○

										アユ				○		○								○		○						○						○												○		○		放流 ホウリュウ

										サツキマス（アマゴ）						（○）										○																				NT				○		○		放流 ホウリュウ

										カマキリ				○		○								○								○						○						VU		VU		○

										カジカ				○		○								○		○						○						○						NT						△

										カワヨシノボリ						（○）										○						○						○												△

				底生動物 テイセイ ドウブツ						マルタニシ								○										○						○										VU		NT						○

										コシダカヒメモノアラガイ								○										○						○										DD

										ナガオカモノアラガイ				○		○								○								○												NT

										トンガリササノハガイ				○		○						○								○						○								NT		VU						○

										マツカサガイ				○		○						○								○						○								NT		VU						○

										キイロサナエ				○		○						○								○						○								NT

										コオイムシ		○		○		○		○		○				○		○		○				○		○				○						NT

										タガメ		（○）				（○）		○										○						○								指定 シテイ		VU		VU		○				◎

										クロゲンゴロウ								○										○						○										NT

										コガムシ		○		○		○		○		○				○				○				○		○										DD

				陸上昆虫		ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		コシロシタバ						-										○																		NT

				陸上昆虫		ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		ヤマトアシナガバチ		-				-		○		○						○		○						○										DD

										ヤマトスナハキバチ本土亜種						-										○																		DD

				鳥類 チョウルイ		チドリ目		チドリ科		ヒクイナ				○		○		○				○						○		○				○		○								DD

										チュウサギ								○										○						○										NT

										ケリ						-		○								○		○						○										DD

										ミサゴ				-										○								○						○						NT

						タカ目		タカ科		ハチクマ				-				○						○				○				○		○										NT		NT

										ハヤブサ				-										○								○						○				指定 シテイ		VU		NT		○

				両生類 リョウセイルイ						オオサンショウウオ		（○）				（○）										○						○						○		特天 トク テン				VU		VU

										トノサマガエル		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○		○								NT								△

										シュレーゲルアオガエル								○										○						○														○

				植物 ショクブツ						ミズマツバ		○		○		○		○		○		○		○				○		○		○		○		○								VU



				【凡例】特天：特別天然記念物、天然：天然記念物、CR+EN：絶滅危惧 I 類、CR:絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、
　　　　関市：関市に生育している可能性のある希少野生生物種、
　　　　国内：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（種の保存法）に基づく特定第二種国内希少野生動植物種指定種 ハンレイ



				【出典】県調査（H13)底生動物･鳥類･両爬哺･陸上昆虫類･植物、県調査(H25)希少生物、遊水地環境調査(H27～29･R1) シュッテン テイセイ ドウブツ チョウルイ リョウ ハ ホ リク ウエ コンチュウルイ ショクブツ ケン チョウサ キショウ セイブツ ユウスイチ カンキョウ チョウサ



				【注目種の選定根拠】 チュウモク シュ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ



				【備 考】　放流：長良川中央漁協による放流魚(R3計画アユ10,286kg,ウナギ140kg,アマゴ稚魚93kg,アマゴ成魚820kgなど) ビ コウ ホウリュウ ナガラガワ チュウオウ ギョキョウ ホウリュウ サカナ ケイカク チギョ セイギョ

				　　　　　







横越(長良川含む)

				横越地区で確認された重要種･注目種の一覧 ヨコゴシ チク カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		生態区分等 セイタイ クブン トウ		生息環境等		遊水地計画地 ユウスイチ ケイカク チ		長良川（近傍） ナガラガワ キンボウ		長良川（中流域） ナガラガワ チュウ イキ		重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ						注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ						備 考 ビ コウ

																						文化財
保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB		礫河原
性種 レキ カワラ セイ シュ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞ
ｼｯﾌﾟ種 シュ

				魚類 ギョルイ		ヤツメウナギ目		ヤツメウナギ科		スナヤツメ類		純淡		底生 テイセイ		○		○						VU		VUorNT

										ニホンウナギ								○		○				EN						○		○		放流 ホウリュウ

										ヤリタナゴ										○

										アブラボテ								○		○				NT		NT

										カワヒガイ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○				NT

										ゼゼラ		純淡		遊泳 ユウエイ		○								VU

										イトモロコ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○						NT

										スゴモロコ										○				VU

										トウカイコガタスジシマドジョウ										○				EN

								ドジョウ科		アジメドジョウ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○				VU

										ネコギギ								○		○		天然		EN		CR+EN

								アカザ科		アカザ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○				VU

										アユ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○										◎		◎		放流 ホウリュウ

						サケ目		サケ科		サツキマス（アマゴ）		陸封 リクフウ		遊泳 ユウエイ		○		○								NT				○		○		放流 ホウリュウ

						スズキ目		カジカ科		カマキリ		回遊		底生 テイセイ		○				○				VU

										カジカ		純淡		底生 テイセイ		○				○				NT						△

										カワヨシノボリ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○										△

				底生動物 テイセイ ドウブツ		カメムシ目		コオイムシ科		コオイムシ		水生 スイセイ		止水 シスイ		○								NT

				陸上昆虫						コシロシタバ		飛翔 ヒショウ		草地 ソウチ				○						NT

						ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		ヤマトアシナガバチ		飛翔 ヒショウ		草地 ソウチ		○								DD

								クモバチ科		アオスジクモバチ		飛翔 ヒショウ		砂地 スナチ		○		○						DD

								ドロバチモドキ科		ヤマトスナハキバチ本土亜種		飛翔 ヒショウ		砂地 スナチ		○		○						DD

				鳥類 チョウルイ		チドリ目		チドリ科		カイツブリ		留鳥		農地 ノウチ				○		○						NT

						チドリ目		チドリ科		ケリ		留鳥		農地 ノウチ		○								DD

						タカ目		タカ科		オオタカ		留鳥		樹林 ジュリン		○		○						NT		NT

										サシバ								○						VU		NT

										ミサゴ										○				NT

				両生類 リョウセイルイ		有尾目		オオサンショウウオ科		オオサンショウウオ		オオサンショウウオ		オオサンショウウオ				○		○		特天 トク テン		VU		VU

										トノサマガエル		トノサマガエル		トノサマガエル				○		○				NT

				植物 ショクブツ						カワラハハコ		草本 ソウホン		河原 カワラ						○								代表 ダイヒョウ

										カワラヨモギ		草本 ソウホン		河原 カワラ				○		○								代表 ダイヒョウ



				【凡例】特天：特別天然記念物、天然：天然記念物、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、固有：礫河原に固有に生育する種、放流：長良川中央漁協による放流魚 ハンレイ ホウリュウ



				【出典】県調査（H13)底生動物･鳥類･両爬哺･陸上昆虫類･植物、
          県調査(H25)希少生物、遊水地環境調査(H27～29･R1)、
　　　   長良川中流部における希少種調査(R1) シュッテン テイセイ ドウブツ チョウルイ リョウ ハ ホ リク ウエ コンチュウルイ ショクブツ ケン チョウサ キショウ セイブツ ユウスイチ カンキョウ チョウサ リョウ ガワ チュウリュウ ブ キショウシュ チョウサ



				【注目種の選定根拠】 チュウモク シュ

				　礫河原性種：礫河原に依存したり固有に分布したりする種。
　代表：礫河原を代表する種。礫河原の減少とともに減少している(倉本,2019)。 レキガワラ イゾン コユウ ブンプ シュ ダイヒョウ ダイヒョウ ゲンショウ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ



				【備 考】放流：長良川中央漁協による放流魚
               (R3計画アユ10,286kg,ウナギ140kg,アマゴ稚魚93kg,
                アマゴ成魚820kgなど) ビ コウ ホウリュウ ナガラガワ チュウオウ ギョキョウ ホウリュウ サカナ ケイカク チギョ セイギョ

				　　　　　　





池尻(長良川含む)

				池尻地区で確認された重要種･注目種の一覧 イケジリ チク カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		遊水地計画地 ユウスイチ ケイカク チ						長良川（近傍） ナガラガワ キンボウ		長良川（中流域） ナガラガワ チュウ イキ		重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ								注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ				備 考 ビ コウ

												圃場内 ホジョウ ナイ		改変地 カイヘンチ		池の川 イケ カワ						文化財
保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB		関市 セキシ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞ
ｼｯﾌﾟ種 シュ

				魚類 ギョルイ						スナヤツメ類 ルイ								○						VU		VUorNT		○

										ニホンウナギ										○				EN						○		○		放流 ホウリュウ

										ヤリタナゴ						○		○		○				NT		NT		○

										アブラボテ		○		○		○		○		○				NT		NT		○

										ヌマムツ						○										NT		○

										ウシモツゴ						○								CR		CR+EN		○				△

										カワヒガイ						○		○		○				NT

										ゼゼラ								○		○				VU

										イトモロコ		○		○		○		○		○						NT		○

										ドジョウ		○		○		○								NT

										トウカイコガタスジシマドジョウ								○						EN				○

										アジメドジョウ								○		○				VU				○

										ネコギギ								○		○		天然 テンネン		EN		CR+EN		○

										アカザ								○		○				VU				○

										アユ								○		○										○		○		放流 ホウリュウ

										サツキマス（アマゴ）										○						NT				○		○		放流 ホウリュウ

										カマキリ								○						VU		VU		○

										カジカ								○		○				NT						△

										カワヨシノボリ										○										△

				底生動物 テイセイ ドウブツ						マルタニシ		○												VU		NT						○

										コシダカヒメモノアラガイ		○												DD

				底生動物 テイセイ ドウブツ						トンガリササノハガイ						○								NT		VU						○

										マツカサガイ						○								NT		VU						○

										キイロサナエ						○								NT

										コオイムシ		○		○				○		○				NT

										タガメ		○												VU		VU		○				○

										クロゲンゴロウ		○												NT

										コガムシ		○		○				○						DD

				陸上昆虫		ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		コシロシタバ										○				NT

						ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		ヤマトアシナガバチ		○		○						○				DD

										ヤマトスナハキバチ本土亜種										○				DD

				鳥類 チョウルイ		チドリ目		チドリ科		ヒクイナ		○				○								DD

										チュウサギ		○												NT

										ケリ		○								○				DD

										ミサゴ								○						NT

						タカ目		タカ科		ハチクマ		○						○						NT		NT

										ハヤブサ								○						VU		NT		○

				両生類 リョウセイルイ						オオサンショウウオ								○		○		特天 トク テン		VU		VU

										トノサマガエル		○		○		○		○		○				NT								△

										シュレーゲルアオガエル		○																○

				植物 ショクブツ						ミズマツバ		○		○		○		○						VU



				【凡例】特天：特別天然記念物、天然：天然記念物、CR+EN：絶滅危惧 I 類、CR:絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、
　　　　 DD：情報不足、関市：関市に生育している可能性のある希少野生生物種 ハンレイ



				【出典】県調査（H13)底生動物･鳥類･両爬哺･陸上昆虫類･植物、
         県調査(H25)希少生物、遊水地環境調査(H27～29･R1)、
　　　　 長良川中流部における希少種調査(R1) シュッテン テイセイ ドウブツ チョウルイ リョウ ハ ホ リク ウエ コンチュウルイ ショクブツ ケン チョウサ キショウ セイブツ ユウスイチ カンキョウ チョウサ



				【注目種の選定根拠】 チュウモク シュ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ



				【備 考】放流：長良川中央漁協による放流魚
          (R3計画アユ10,286kg,ウナギ140kg,アマゴ稚魚93kg,アマゴ成魚820kgなど) ビ コウ ホウリュウ ナガラガワ チュウオウ ギョキョウ ホウリュウ サカナ ケイカク チギョ セイギョ

				　　　　　国内：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律
         （種の保存法）に基づく特定第二種国内希少野生動植物種指定種 コクナイ ゼツメツ ヤセイ ドウショクブツ シュ ホゾン カン ホウリツ シュ ホゾンホウ モト トクテイ ダイニ シュ コクナイ キショウ ヤセイ ドウショクブツ シュ シテイ シュ







横越(長良川含む) (区分)

				横越地区で確認された重要種･注目種の一覧 ヨコゴシ チク カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		生態区分等 セイタイ クブン トウ		生息環境等		区分 クブン								遊水地計画地 ユウスイチ ケイカク チ		長良川（近傍） ナガラガワ キンボウ		長良川（中流域） ナガラガワ チュウ イキ		重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ						注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ						備 考 ビ コウ

																①
移植
対象種 イショク タイショウシュ		②
工事中の
モニタリング
対象種 コウジ チュウ タイショウ シュ		②
工事中の
モニタリング
対象種 コウジ チュウ タイショウ シュ		③
工事後の
モニタリング
対象種 コウジ ゴ タイショウ シュ								文化財
保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB		礫河原
性種 レキ カワラ セイ シュ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞ
ｼｯﾌﾟ種 シュ

				魚類 ギョルイ		ヤツメウナギ目		ヤツメウナギ科		スナヤツメ類		純淡		底生 テイセイ		○		○				○		○		○						VU		VU / NT

										ニホンウナギ								○				○				○		○				EN						○		○		放流 ホウリュウ

										ヤリタナゴ												(○)						○

										アブラボテ								○				○				○		○				NT		NT

										カワヒガイ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○				○		○		○		○				NT

										ゼゼラ		純淡		遊泳 ユウエイ		○						○		○								VU

										イトモロコ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○				○		○		○		○						NT

										スゴモロコ												(○)						○				VU

										トウカイコガタスジシマドジョウ										○		(○)						○				EN

								ドジョウ科		アジメドジョウ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		○		○		○		○				VU

										ネコギギ						(○)		○				○				○		○		天然		EN		CR+EN

								アカザ科		アカザ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		○		○		○		○				VU

										アユ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		○		○		○		○										◎		◎		放流 ホウリュウ

						サケ目		サケ科		サツキマス（アマゴ）		陸封 リクフウ		遊泳 ユウエイ		○		○				○		○		○								NT				○		○		放流 ホウリュウ

						スズキ目		カジカ科		カマキリ		回遊		底生 テイセイ		○						○		○				○				VU

										カジカ		純淡		底生 テイセイ		○						○		○				○				NT						△

										カワヨシノボリ		純淡		底生 テイセイ		○		○				○		○		○		○										△

				底生動物 テイセイ ドウブツ		カメムシ目		コオイムシ科		コオイムシ		水生 スイセイ		止水 シスイ		○						○		○								NT

				陸上昆虫						コシロシタバ		飛翔 ヒショウ		草地 ソウチ				-				-				○						NT

						ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		ヤマトアシナガバチ		飛翔 ヒショウ		草地 ソウチ		-						-		○								DD

								クモバチ科		アオスジクモバチ		飛翔 ヒショウ		砂地 スナチ		-		-				-		○		○						DD

								ドロバチモドキ科		ヤマトスナハキバチ本土亜種		飛翔 ヒショウ		砂地 スナチ		-		-				-		○		○						DD

				鳥類 チョウルイ		チドリ目		チドリ科		カイツブリ		留鳥		農地 ノウチ				○※1				○				○		○						NT

						チドリ目		チドリ科		ケリ		留鳥		農地 ノウチ		-						-		○								DD

						タカ目		タカ科		オオタカ		留鳥		樹林 ジュリン		-		-				-		○		○						NT		NT

										サシバ								-				-				○						VU		NT

										ミサゴ												-						○				NT

				両生類 リョウセイルイ		有尾目		オオサンショウウオ科		オオサンショウウオ		オオサンショウウオ		オオサンショウウオ		(○)		○				○				○		○		特天 トク テン		VU		VU

										トノサマガエル		トノサマガエル		トノサマガエル				○				○				○		○				NT

				植物 ショクブツ						カワラハハコ		草本 ソウホン		河原 カワラ								○						○								代表 ダイヒョウ

										カワラヨモギ		草本 ソウホン		河原 カワラ				○				○※2				○		○								代表 ダイヒョウ



				【凡例】特天：特別天然記念物、天然：天然記念物、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、固有：礫河原に固有に生育する種、放流：長良川中央漁協による放流魚 ハンレイ ホウリュウ



				【出典】県調査（H13)底生動物･鳥類･両爬哺･陸上昆虫類･植物、県調査(H25)希少生物、遊水地環境調査(H27～29･R1) シュッテン テイセイ ドウブツ チョウルイ リョウ ハ ホ リク ウエ コンチュウルイ ショクブツ ケン チョウサ キショウ セイブツ ユウスイチ カンキョウ チョウサ



				【注目種の選定根拠】 チュウモク シュ

				　礫河原性種：礫河原に依存したり固有に分布したりする種。固有：礫河原に固有に生育する種。礫河原の減少とともに激減している(倉本,2019) レキガワラ イゾン コユウ ブンプ シュ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ

				【備 考】　放流：長良川中央漁協による放流魚(R3計画アユ10,286kg,ウナギ140kg,アマゴ稚魚93kg,アマゴ成魚820kgなど) ビ コウ ホウリュウ ナガラガワ チュウオウ ギョキョウ ホウリュウ サカナ ケイカク チギョ セイギョ

				※1：水面に営巣する種、※2：掘削後の状況に応じて播種等を検討する スイメン エイソウ シュ クッサクゴ ジョウキョウ オウ ハシュ トウ ケントウ





池尻(長良川含む) (区分)

				池尻地区で確認された重要種･注目種の一覧 イケジリ チク カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		区分 クブン						遊水地計画地 ユウスイチ ケイカク チ						長良川（近傍） ナガラガワ キンボウ		長良川（中流域） ナガラガワ チュウ イキ		重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ										注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ				備 考 ビ コウ

												①
移植
対象種 イショク タイショウシュ		②
工事中の
モニタリング
対象種 コウジ チュウ タイショウ シュ		③
工事後の
モニタリング
対象種 コウジ ゴ タイショウ シュ		圃場内 ホジョウ ナイ		改変地 カイヘンチ		池の川 イケ カワ						文化財
保護法		国内希少
野生
動植物種 コクナイ キショウ ヤセイ ドウショクブツ シュ		環境省
RL		岐阜県
RDB		関市 セキシ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞ
ｼｯﾌﾟ種 シュ

				魚類 ギョルイ						スナヤツメ類 ルイ				○		○								○								VU		VUorNT		○

										ニホンウナギ						（○）										○						EN						○		○		放流 ホウリュウ

										ヤリタナゴ				○		○						○		○		○						NT		NT		○

										アブラボテ		○		○		○		○		○		○		○		○						NT		NT		○

										ヌマムツ				○		○						○												NT		○

										ウシモツゴ				○		○						○										CR		CR+EN		○				△

										カワヒガイ				○		○						○		○		○						NT

										ゼゼラ				○		○								○		○						VU

										イトモロコ		○		○		○		○		○		○		○		○								NT		○

										ドジョウ		○		○		○		○		○		○										NT

										トウカイコガタスジシマドジョウ				○		○								○								EN				○

										アジメドジョウ				○		○								○		○						VU				○

										ネコギギ		（○）		○		○								○		○		天然 テンネン				EN		CR+EN		○

										アカザ				○		○								○		○						VU				○

										アユ				○		○								○		○												○		○		放流 ホウリュウ

										サツキマス（アマゴ）						（○）										○								NT				○		○		放流 ホウリュウ

										カマキリ				○		○								○								VU		VU		○

										カジカ				○		○								○		○						NT						△

										カワヨシノボリ						（○）										○												△

				底生動物 テイセイ ドウブツ						マルタニシ								○														VU		NT						○

										コシダカヒメモノアラガイ								○														DD

										ナガオカモノアラガイ				○		○								○								NT

										トンガリササノハガイ				○		○						○										NT		VU						○

										マツカサガイ				○		○						○										NT		VU						○

										キイロサナエ				○		○						○										NT

										コオイムシ		○		○		○		○		○				○		○						NT

										タガメ		（○）				（○）		○												指定 シテイ		VU		VU		○				◎

										クロゲンゴロウ								○														NT

										コガムシ		○		○		○		○		○				○								DD

				陸上昆虫		ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		コシロシタバ						-										○						NT

						ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		ヤマトアシナガバチ		-				-		○		○						○						DD

										ヤマトスナハキバチ本土亜種						-										○						DD

				鳥類 チョウルイ		チドリ目		チドリ科		ヒクイナ				○		○		○				○										DD

										チュウサギ								○														NT

										ケリ						-		○								○						DD

										ミサゴ				-										○								NT

						タカ目		タカ科		ハチクマ				-				○						○								NT		NT

										ハヤブサ				-										○						指定 シテイ		VU		NT		○

				両生類 リョウセイルイ						オオサンショウウオ		（○）				（○）										○		特天 トク テン				VU		VU

										トノサマガエル		○		○		○		○		○		○		○		○						NT								△

										シュレーゲルアオガエル								○																		○

				植物 ショクブツ						ミズマツバ		○		○		○		○		○		○		○								VU



				【凡例】特天：特別天然記念物、天然：天然記念物、CR+EN：絶滅危惧 I 類、CR:絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、
　　　　関市：関市に生育している可能性のある希少野生生物種、
　　　　国内：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（種の保存法）に基づく特定第二種国内希少野生動植物種指定種 ハンレイ



				【出典】県調査（H13)底生動物･鳥類･両爬哺･陸上昆虫類･植物、県調査(H25)希少生物、遊水地環境調査(H27～29･R1) シュッテン テイセイ ドウブツ チョウルイ リョウ ハ ホ リク ウエ コンチュウルイ ショクブツ ケン チョウサ キショウ セイブツ ユウスイチ カンキョウ チョウサ



				【注目種の選定根拠】 チュウモク シュ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ



				【備 考】　放流：長良川中央漁協による放流魚(R3計画アユ10,286kg,ウナギ140kg,アマゴ稚魚93kg,アマゴ成魚820kgなど) ビ コウ ホウリュウ ナガラガワ チュウオウ ギョキョウ ホウリュウ サカナ ケイカク チギョ セイギョ

				　　　　　







中流域全体 (区分)

				長良川中流域で確認された重要種･注目種の一覧 ナガラガワ チュウリュウイキ カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		生態区分等 セイタイ クブン トウ		生息環境等		重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ						注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ						備 考 ビ コウ		区分 クブン

																文化財
保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB		礫河原性種 レキ カワラ セイ シュ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟ種 シュ				①移植･一時避難 イショク イチジ ヒナン		②軽減
対策 ケイゲン タイサク		③-1
予測 ヨソク		③-2
追跡 ツイセキ

				魚類 ギョルイ		ヤツメウナギ目		ヤツメウナギ科		スナヤツメ類		純淡		底生 テイセイ				VU		VUorNT																○

										ニホンウナギ		回遊		底生 テイセイ				EN						○		○		放流 ホウリュウ								○

										ヤリタナゴ		純淡		遊泳 ユウエイ				NT		NT																○

						コイ目		コイ科		アブラボテ		純淡		遊泳 ユウエイ				NT		NT																○

										カワヒガイ		純淡		遊泳 ユウエイ				NT																		○

										ゼゼラ		純淡		遊泳 ユウエイ				VU																		○

										イトモロコ		純淡		遊泳 ユウエイ						NT																○

										ドジョウ		純淡		底生 テイセイ				NT																		○

										トウカイコガタスジシマドジョウ		純淡		底生 テイセイ				EN																		○

								ドジョウ科		アジメドジョウ		純淡		底生 テイセイ				VU						△												○

						ナマズ目		ギギ科 カ		ネコギギ		純淡		底生 テイセイ		天然		EN		CR+EN												○				〇(再出) サイシュツ

										ナマズ		純淡		底生 テイセイ										△								○				〇(再出) サイシュツ

								アカザ科		アカザ		純淡		底生 テイセイ				VU														○

										アユ		回遊		遊泳 ユウエイ										◎		◎		放流 ホウリュウ				○

						サケ目		サケ科		サツキマス（アマゴ）		陸封 リクフウ		遊泳 ユウエイ						NT				○		○		放流 ホウリュウ								〇

										カジカ		純淡		底生 テイセイ				NT						△								○				○(再出) サイシュツ

										カワヨシノボリ		純淡		底生 テイセイ										△								○				○(再出) サイシュツ

										チチブ		回遊		底生 テイセイ						NT												○				○(再出) サイシュツ

						スズキ目		カジカ科		カマキリ		回遊		底生 テイセイ				VU														○

				鳥類 チョウルイ		カイツブリ目		カイツブリ科		カイツブリ		留鳥		水面 スイメン						NT												○				○(再出) サイシュツ

										ミサゴ		留鳥		水辺 ミズベ				NT																		○

						タカ目		タカ科		オオタカ		留鳥		樹林 ジュリン				NT		NT																○

										サシバ		夏鳥		樹林 ジュリン				VU		NT																○

										ハチクマ		夏鳥		樹林 ジュリン				NT		NT																○

										ハヤブサ		留鳥		断崖				VU		NT								国内 コクナイ								○

						チドリ目		チドリ科		ケリ		留鳥		農地 ノウチ				DD																		○

										イカルチドリ		留鳥		河原 カワラ								依存 イゾン										○				○(再出) サイシュツ

				両生類 リョウセイルイ		有尾目		オオサンショウウオ科		オオサンショウウオ		水生 スイセイ		底生 テイセイ		特天 トク テン		VU		VU						○						○		○		○(再出) サイシュツ

										トノサマガエル		水生 スイセイ		水辺 スイヘン				NT																		○

				爬虫類 ハチュウルイ						ニホンイシガメ		水生 スイセイ		水辺 スイヘン				NT		NT																○

				哺乳類 ホニュウルイ						カヤネズミ		陸生 リクセイ		草地 ソウチ						NT																○

				植物 ショクブツ						カワラハハコ		草本 ソウホン		河原 カワラ								固有 コユウ								○						○(再出) サイシュツ

										カワラヨモギ		草本 ソウホン		河原 カワラ								固有 コユウ								○						○(再出) サイシュツ

										ミズマツバ		草本 ソウホン		湿地 シッチ				VU																		○



				【凡例】特天：特別天然記念物、天然：天然記念物、EN：絶滅危惧 IA 類、CR+EN：絶滅危惧 I 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、固有：礫河原に固有に生育する種、依存：生息や繁殖を礫河原に依存する種、国内：種の保存法国内希少野生動植物種指定種、放流：長良川中央漁協による放流魚 ハンレイ



				【出典】県調査（H13)魚類･底生動物･鳥類･両爬哺･陸上昆虫類･植物、県調査(H25)希少生物、遊水地環境調査(H27～29･R1)、水国(国:魚類･底生動物)、水国(県:魚類) シュッテン ギョルイ テイセイ ドウブツ チョウルイ リョウ ハ ホ リク ウエ コンチュウルイ ショクブツ ケン チョウサ キショウ セイブツ ユウスイチ カンキョウ チョウサ ミズ コク クニ ギョルイ テイセイ ドウブツ ミズ コク ケン ギョルイ



				【注目種の選定根拠】 チュウモク

				　礫河原性種：礫河原に依存したり固有に分布したりする種。 レキガワラ イゾン コユウ ブンプ シュ

				　　固有：礫河原に固有に生育する種。礫河原の減少とともに激減している(倉本,2019)　依存：生息や繁殖を礫河原に依存する種 セイイク シュ イゾン セイソク ハンショク レキガワラ イゾン シュ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ



				【備 考】　国内：種の保存法国内希少野生動植物種指定種 ビ コウ コクナイ シュ ホゾンホウ コクナイ キショウ シテイシュ

				　　　　　　放流：長良川中央漁協による放流魚(R3計画アユ10,286kg,ウナギ140kg,アマゴ稚魚93kg,アマゴ成魚820kgなど) ホウリュウ ナガラガワ チュウオウ ギョキョウ ホウリュウギョ ケイカク チギョ セイギョ





横越(区分)

				横越地区で確認された重要種･注目種の一覧 ヨコゴシ チク カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		生態区分等 セイタイ クブン トウ		生息環境等		確認
時期 カクニン ジキ								確認
場所 カクニン バショ				重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ						注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ						備 考 ビ コウ		区分 クブン

																春季 シュンキ		夏季 カキ		秋季 シュウキ		冬季 トウキ		範囲内 ハンイナイ		直近域 チョッキン イキ		文化財
保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB		礫河原
性種 レキ カワラ セイ シュ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟ種 シュ				①移植･一時避難 イショク イチジ ヒナン		②軽減
対策 ケイゲン タイサク		③-1
予測 ヨソク		③-2
追跡 ツイセキ

				魚類 ギョルイ		ヤツメウナギ目		ヤツメウナギ科		スナヤツメ類		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○				VU		VUorNT										○

										カワヒガイ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○				－		○						NT																		○

										ゼゼラ		純淡		遊泳 ユウエイ		○						－		○						VU																		○

										イトモロコ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○						NT																○

								ドジョウ科		アジメドジョウ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○				VU																○

								アカザ科		アカザ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○				VU																○

										アユ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○										◎		◎		放流 ホウリュウ						○

						サケ目		サケ科		サツキマス（アマゴ）		陸封 リクフウ		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○						NT				○		○		放流 ホウリュウ								○

						スズキ目		カジカ科		カマキリ		回遊		底生 テイセイ		○		○		○		－		○						VU																		○

										カジカ		純淡		底生 テイセイ						○		－		○						NT						Δ												○

										カワヨシノボリ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○										Δ												○

				底生動物 テイセイ ドウブツ		カメムシ目		コオイムシ科		コオイムシ		水生 スイセイ		止水 シスイ						－		○		○						NT												○

				陸上昆虫		ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		ヤマトアシナガバチ		飛翔 ヒショウ		草地 ソウチ				○		○				○						DD																		○

								クモバチ科		アオスジクモバチ		飛翔 ヒショウ		砂地 スナチ				○		○				○		○				DD																		○

								ドロバチモドキ科		ヤマトスナハキバチ本土亜種		飛翔 ヒショウ		砂地 スナチ				○						○		○				DD																		○

				鳥類 チョウルイ		チドリ目		チドリ科		ケリ		留鳥		農地 ノウチ						－		○		○						DD																		○

						タカ目		タカ科		オオタカ		留鳥		樹林 ジュリン				○		－				○		○				NT		NT																○

				植物 ショクブツ						カワラハハコ		草本 ソウホン		河原 カワラ												○								固有 コユウ								○

										カワラヨモギ		草本 ソウホン		河原 カワラ												○								固有 コユウ								○



				【凡例】特天：特別天然記念物、天然：天然記念物、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、固有：礫河原に固有に生育する種、放流：長良川中央漁協による放流魚 ハンレイ ホウリュウ



				【出典】県調査（H13)底生動物･鳥類･両爬哺･陸上昆虫類･植物、県調査(H25)希少生物、遊水地環境調査(H27～29･R1) シュッテン テイセイ ドウブツ チョウルイ リョウ ハ ホ リク ウエ コンチュウルイ ショクブツ ケン チョウサ キショウ セイブツ ユウスイチ カンキョウ チョウサ



				【注目種の選定根拠】 チュウモク シュ

				　礫河原性種：礫河原に依存したり固有に分布したりする種。固有：礫河原に固有に生育する種。礫河原の減少とともに激減している(倉本,2019) レキガワラ イゾン コユウ ブンプ シュ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ



				【備 考】　放流：長良川中央漁協による放流魚(R3計画アユ10,286kg,ウナギ140kg,アマゴ稚魚93kg,アマゴ成魚820kgなど) ビ コウ ホウリュウ ナガラガワ チュウオウ ギョキョウ ホウリュウ サカナ ケイカク チギョ セイギョ

				　　　　　　





池尻(区分)

				池尻地区で確認された重要種･注目種の一覧 イケジリ チク カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		生態区分等 セイタイ クブン トウ		生息環境等		確認
時期 カクニン ジキ								確認
場所 カクニン バショ				重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ								注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ				備 考 ビ コウ		区分 クブン

																春季 シュンキ		夏季 カキ		秋季 シュウキ		冬季 トウキ		範囲内 ハンイナイ		直近域 チョッキン イキ		文化財
保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB		関市 セキシ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟ種 シュ				①移植･一時避難 イショク イチジ ヒナン		②軽減
対策 ケイゲン タイサク		③-1
予測 ヨソク		③-2
追跡 ツイセキ

				魚類 ギョルイ						ヤリタナゴ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○				NT		NT		○												○

										アブラボテ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○				NT		NT		○												○

										ヌマムツ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○								NT		○														○

										ウシモツゴ		純淡		遊泳 ユウエイ						○		－		○						CR		CR+EN		○				△										○

										カワヒガイ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○				－		○						NT																		○

										イトモロコ		純淡		遊泳 ユウエイ		○				○		－		○		○						NT		○														○

										ドジョウ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○				NT												○						○(再出) サイシュツ

				底生動物 テイセイ ドウブツ						マルタニシ		巻貝 マキガイ		底生 テイセイ				○						○						VU		NT										○						○(再出) サイシュツ

										コシダカヒメモノアラガイ		巻貝 マキガイ		底生 テイセイ		○				－				○						DD												○						○(再出) サイシュツ

										トンガリササノハガイ		二枚貝 ニマイ カイ		底生 テイセイ		○				－				○						NT		VU										○				○(再出) サイシュツ

										マツカサガイ		二枚貝 ニマイ カイ		底生 テイセイ				○		－		○		○						NT		VU										○				○(再出) サイシュツ

										キイロサナエ		水昆 ミズ コン		底生 テイセイ		○				－				○						NT												○						○(再出) サイシュツ

										コオイムシ		水昆 ミズ コン		止水 シスイ		○		○		－		○		○		○				NT												○						○(再出) サイシュツ

										クロゲンゴロウ																				NT												○						○(再出) サイシュツ

										タガメ		水昆 ミズ コン		止水 シスイ				○		－				○						VU		VU						○		国内		○				○(再出) サイシュツ

										コガムシ		水昆 ミズ コン		止水 シスイ		○		○		○				○		○				DD												○						○(再出) サイシュツ

				陸上昆虫		ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		ヤマトアシナガバチ		飛翔 ヒショウ		草地 ソウチ		○		○						○						DD																		○

				鳥類 チョウルイ		チドリ目		チドリ科		ヒクイナ		留鳥		湿地 シッチ		○		○		－				○						DD																		○

										チュウサギ		留鳥		水辺 スイヘン				○		－										NT																		○

										ケリ		留鳥		農地 ノウチ						－		○		○						DD																		○

						タカ目		タカ科		ハチクマ		夏鳥 ナツドリ		樹林 ジュリン				○		－				○		○				NT		NT																○

				両生類 リョウセイルイ						トノサマガエル		水生 スイセイ		水辺 スイヘン		○		○						○		○				NT								△				○

										シュレーゲルアオガエル		水生 スイセイ		水辺 スイヘン		○								○										○								○

				植物 ショクブツ						ミズマツバ		草本 ソウホン		湿地 シッチ						○				○		○				VU												○



				【凡例】特天：特別天然記念物、天然：天然記念物、CR+EN：絶滅危惧 I 類、CR:絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、関市：関市に生育している可能性のある希少野生生物種、国内：種の保存法国内希少野生動植物種指定種 ハンレイ コクナイ



				【出典】遊水地環境調査(H27～29･R1) シュッテン ユウスイチ カンキョウ チョウサ



				【注目種の選定根拠】 チュウモク シュ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ



				【備 考】　放流：長良川中央漁協による放流魚(R3計画アユ10,286kg,ウナギ140kg,アマゴ稚魚93kg,アマゴ成魚820kgなど) ビ コウ ホウリュウ ナガラガワ チュウオウ ギョキョウ ホウリュウ サカナ ケイカク チギョ セイギョ

				　　　　　　







横越(スリム化) (2)

				横越地区で確認された重要種･注目種の一覧 ヨコゴシ チク カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		生態区分等 セイタイ クブン トウ		生息環境等		確認
時期 カクニン ジキ								確認
場所 カクニン バショ				重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ						注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ						備 考 ビ コウ

																春季 シュンキ		夏季 カキ		秋季 シュウキ		冬季 トウキ		範囲内 ハンイナイ		直近域 チョッキン イキ		文化財
保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB		礫河原
性種 レキ カワラ セイ シュ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟ種 シュ

				魚類 ギョルイ		ヤツメウナギ目		ヤツメウナギ科		スナヤツメ類		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○				VU		VUorNT

										カワヒガイ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○				－		○						NT

										ゼゼラ		純淡		遊泳 ユウエイ		○						－		○						VU

										イトモロコ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○						NT

								ドジョウ科		アジメドジョウ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○				VU

								アカザ科		アカザ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○				VU

										アユ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○										◎		◎		放流 ホウリュウ

						サケ目		サケ科		サツキマス（アマゴ）		陸封 リクフウ		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○						NT				○		○		放流 ホウリュウ

						スズキ目		カジカ科		カマキリ		回遊		底生 テイセイ		○		○		○		－		○						VU

										カジカ		純淡		底生 テイセイ						○		－		○						NT						Δ

										カワヨシノボリ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○										Δ

				底生動物 テイセイ ドウブツ		カメムシ目		コオイムシ科		コオイムシ		水生 スイセイ		止水 シスイ						－		○		○						NT

				陸上昆虫		ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		ヤマトアシナガバチ		飛翔 ヒショウ		草地 ソウチ				○		○				○						DD

								クモバチ科		アオスジクモバチ		飛翔 ヒショウ		砂地 スナチ				○		○				○		○				DD

								ドロバチモドキ科		ヤマトスナハキバチ本土亜種		飛翔 ヒショウ		砂地 スナチ				○						○		○				DD

				鳥類 チョウルイ		チドリ目		チドリ科		ケリ		留鳥		農地 ノウチ						－		○		○						DD

						タカ目		タカ科		オオタカ		留鳥		樹林 ジュリン				○		－				○		○				NT		NT

				植物 ショクブツ						カワラハハコ		草本 ソウホン		河原 カワラ												○								固有 コユウ

										カワラヨモギ		草本 ソウホン		河原 カワラ												○								固有 コユウ



				【凡例】特天：特別天然記念物、天然：天然記念物、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、固有：礫河原に固有に生育する種、放流：長良川中央漁協による放流魚 ハンレイ ホウリュウ



				【出典】県調査（H13)底生動物･鳥類･両爬哺･陸上昆虫類･植物、県調査(H25)希少生物、遊水地環境調査(H27～29･R1) シュッテン テイセイ ドウブツ チョウルイ リョウ ハ ホ リク ウエ コンチュウルイ ショクブツ ケン チョウサ キショウ セイブツ ユウスイチ カンキョウ チョウサ



				【注目種の選定根拠】 チュウモク シュ

				　礫河原性種：礫河原に依存したり固有に分布したりする種。固有：礫河原に固有に生育する種。礫河原の減少とともに激減している(倉本,2019) レキガワラ イゾン コユウ ブンプ シュ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ



				【備 考】　放流：長良川中央漁協による放流魚(R3計画アユ10,286kg,ウナギ140kg,アマゴ稚魚93kg,アマゴ成魚820kgなど) ビ コウ ホウリュウ ナガラガワ チュウオウ ギョキョウ ホウリュウ サカナ ケイカク チギョ セイギョ

				　　　　　　





中流域全体 (スリム化)

				長良川中流域で確認された重要種･注目種の一覧 ナガラガワ チュウリュウイキ カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		生態区分等 セイタイ クブン トウ		生息環境等		重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ						注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ						備 考 ビ コウ

																文化財
保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB		礫河原性種 レキ カワラ セイ シュ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟ種 シュ

				魚類 ギョルイ		ヤツメウナギ目		ヤツメウナギ科		スナヤツメ類		純淡		底生 テイセイ				VU		VUorNT

										ニホンウナギ		回遊		底生 テイセイ				EN						○		○		放流 ホウリュウ

										ヤリタナゴ		純淡		遊泳 ユウエイ				NT		NT

						コイ目		コイ科		アブラボテ		純淡		遊泳 ユウエイ				NT		NT

										カワヒガイ		純淡		遊泳 ユウエイ				NT

										ゼゼラ		純淡		遊泳 ユウエイ				VU

										イトモロコ		純淡		遊泳 ユウエイ						NT

										ドジョウ		純淡		底生 テイセイ				NT

										トウカイコガタスジシマドジョウ		純淡		底生 テイセイ				EN

								ドジョウ科		アジメドジョウ		純淡		底生 テイセイ				VU						△

						ナマズ目		ギギ科 カ		ネコギギ		純淡		底生 テイセイ		天然		EN		CR+EN

										ナマズ		純淡		底生 テイセイ										△

								アカザ科		アカザ		純淡		底生 テイセイ				VU

										アユ		回遊		遊泳 ユウエイ										◎		◎		放流 ホウリュウ

						サケ目		サケ科		サツキマス（アマゴ）		陸封 リクフウ		遊泳 ユウエイ						NT				○		○		放流 ホウリュウ

										カジカ		純淡		底生 テイセイ				NT						△

										カワヨシノボリ		純淡		底生 テイセイ										△

										チチブ		回遊		底生 テイセイ						NT

						スズキ目		カジカ科		カマキリ		回遊		底生 テイセイ				VU

				鳥類 チョウルイ		カイツブリ目		カイツブリ科		カイツブリ		留鳥		水面 スイメン						NT

										ミサゴ		留鳥		水辺 ミズベ				NT

						タカ目		タカ科		オオタカ		留鳥		樹林 ジュリン				NT		NT

										サシバ		夏鳥		樹林 ジュリン				VU		NT

										ハチクマ		夏鳥		樹林 ジュリン				NT		NT

										ハヤブサ		留鳥		断崖				VU		NT								国内 コクナイ

						チドリ目		チドリ科		ケリ		留鳥		農地 ノウチ				DD

										イカルチドリ		留鳥		河原 カワラ								依存 イゾン

				両生類 リョウセイルイ		有尾目		オオサンショウウオ科		オオサンショウウオ		水生 スイセイ		底生 テイセイ		特天 トク テン		VU		VU						○

										トノサマガエル		水生 スイセイ		水辺 スイヘン				NT

				爬虫類 ハチュウルイ						ニホンイシガメ		水生 スイセイ		水辺 スイヘン				NT		NT

				哺乳類 ホニュウルイ						カヤネズミ		陸生 リクセイ		草地 ソウチ						NT

				植物 ショクブツ						カワラハハコ		草本 ソウホン		河原 カワラ								固有 コユウ

										カワラヨモギ		草本 ソウホン		河原 カワラ								固有 コユウ

										ミズマツバ		草本 ソウホン		湿地 シッチ				VU



				【凡例】特天：特別天然記念物、天然：天然記念物、EN：絶滅危惧 IA 類、CR+EN：絶滅危惧 I 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、固有：礫河原に固有に生育する種、依存：生息や繁殖を礫河原に依存する種、国内：種の保存法国内希少野生動植物種指定種、放流：長良川中央漁協による放流魚 ハンレイ



				【出典】県調査（H13)魚類･底生動物･鳥類･両爬哺･陸上昆虫類･植物、県調査(H25)希少生物、遊水地環境調査(H27～29･R1)、水国(国:魚類･底生動物)、水国(県:魚類) シュッテン ギョルイ テイセイ ドウブツ チョウルイ リョウ ハ ホ リク ウエ コンチュウルイ ショクブツ ケン チョウサ キショウ セイブツ ユウスイチ カンキョウ チョウサ ミズ コク クニ ギョルイ テイセイ ドウブツ ミズ コク ケン ギョルイ



				【注目種の選定根拠】 チュウモク

				　礫河原性種：礫河原に依存したり固有に分布したりする種。 レキガワラ イゾン コユウ ブンプ シュ

				　　固有：礫河原に固有に生育する種。礫河原の減少とともに激減している(倉本,2019)　依存：生息や繁殖を礫河原に依存する種 セイイク シュ イゾン セイソク ハンショク レキガワラ イゾン シュ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ



				【備 考】　国内：種の保存法国内希少野生動植物種指定種 ビ コウ コクナイ シュ ホゾンホウ コクナイ キショウ シテイシュ

				　　　　　　放流：長良川中央漁協による放流魚(R3計画アユ10,286kg,ウナギ140kg,アマゴ稚魚93kg,アマゴ成魚820kgなど) ホウリュウ ナガラガワ チュウオウ ギョキョウ ホウリュウギョ ケイカク チギョ セイギョ





横越(スリム化)

				横越地区で確認された重要種･注目種の一覧 ヨコゴシ チク カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		生態区分等 セイタイ クブン トウ		生息環境等		確認
時期 カクニン ジキ								確認
場所 カクニン バショ				重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ						注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ						備 考 ビ コウ

																春季 シュンキ		夏季 カキ		秋季 シュウキ		冬季 トウキ		範囲内 ハンイナイ		直近域 チョッキン イキ		文化財
保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB		礫河原
性種 レキ カワラ セイ シュ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟ種 シュ

				魚類 ギョルイ		ヤツメウナギ目		ヤツメウナギ科		スナヤツメ類		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○				VU		VUorNT

										カワヒガイ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○				－		○						NT

										ゼゼラ		純淡		遊泳 ユウエイ		○						－		○						VU

										イトモロコ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○						NT

								ドジョウ科		アジメドジョウ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○				VU

								アカザ科		アカザ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○				VU

										アユ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○										◎		◎		放流 ホウリュウ

						サケ目		サケ科		サツキマス（アマゴ）		陸封 リクフウ		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○						NT				○		○		放流 ホウリュウ

						スズキ目		カジカ科		カマキリ		回遊		底生 テイセイ		○		○		○		－		○						VU

										カジカ		純淡		底生 テイセイ						○		－		○						NT						Δ

										カワヨシノボリ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○										Δ

				底生動物 テイセイ ドウブツ		カメムシ目		コオイムシ科		コオイムシ		水生 スイセイ		止水 シスイ						－		○		○						NT

				陸上昆虫		ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		ヤマトアシナガバチ		飛翔 ヒショウ		草地 ソウチ				○		○				○						DD

								クモバチ科		アオスジクモバチ		飛翔 ヒショウ		砂地 スナチ				○		○				○		○				DD

								ドロバチモドキ科		ヤマトスナハキバチ本土亜種		飛翔 ヒショウ		砂地 スナチ				○						○		○				DD

				鳥類 チョウルイ		チドリ目		チドリ科		ケリ		留鳥		農地 ノウチ						－		○		○						DD

						タカ目		タカ科		オオタカ		留鳥		樹林 ジュリン				○		－				○		○				NT		NT

				植物 ショクブツ						カワラハハコ		草本 ソウホン		河原 カワラ												○								固有 コユウ

										カワラヨモギ		草本 ソウホン		河原 カワラ												○								固有 コユウ



				【凡例】特天：特別天然記念物、天然：天然記念物、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、固有：礫河原に固有に生育する種、放流：長良川中央漁協による放流魚 ハンレイ ホウリュウ



				【出典】県調査（H13)底生動物･鳥類･両爬哺･陸上昆虫類･植物、県調査(H25)希少生物、遊水地環境調査(H27～29･R1) シュッテン テイセイ ドウブツ チョウルイ リョウ ハ ホ リク ウエ コンチュウルイ ショクブツ ケン チョウサ キショウ セイブツ ユウスイチ カンキョウ チョウサ



				【注目種の選定根拠】 チュウモク シュ

				　礫河原性種：礫河原に依存したり固有に分布したりする種。固有：礫河原に固有に生育する種。礫河原の減少とともに激減している(倉本,2019) レキガワラ イゾン コユウ ブンプ シュ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ



				【備 考】　放流：長良川中央漁協による放流魚(R3計画アユ10,286kg,ウナギ140kg,アマゴ稚魚93kg,アマゴ成魚820kgなど) ビ コウ ホウリュウ ナガラガワ チュウオウ ギョキョウ ホウリュウ サカナ ケイカク チギョ セイギョ

				　　　　　　





池尻(スリム化)

				池尻地区で確認された重要種･注目種の一覧 イケジリ チク カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		生態区分等 セイタイ クブン トウ		生息環境等		確認
時期 カクニン ジキ								確認
場所 カクニン バショ				重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ								注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ				備 考 ビ コウ

																春季 シュンキ		夏季 カキ		秋季 シュウキ		冬季 トウキ		範囲内 ハンイナイ		直近域 チョッキン イキ		文化財
保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB		関市 セキシ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟ種 シュ

				魚類 ギョルイ						ヤリタナゴ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○				NT		NT		○

										アブラボテ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○				NT		NT		○

										ヌマムツ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○								NT		○

										ウシモツゴ		純淡		遊泳 ユウエイ						○		－		○						CR		CR+EN		○				△

										カワヒガイ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○				－		○						NT

										イトモロコ		純淡		遊泳 ユウエイ		○				○		－		○		○						NT		○

										ドジョウ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○				NT

				底生動物 テイセイ ドウブツ						マルタニシ		巻貝 マキガイ		底生 テイセイ				○						○						VU		NT

										コシダカヒメモノアラガイ		巻貝 マキガイ		底生 テイセイ		○				－				○						DD

										トンガリササノハガイ		二枚貝 ニマイ カイ		底生 テイセイ		○				－				○						NT		VU

										マツカサガイ		二枚貝 ニマイ カイ		底生 テイセイ				○		－		○		○						NT		VU

										キイロサナエ		水昆 ミズ コン		底生 テイセイ		○				－				○						NT

										コオイムシ		水昆 ミズ コン		止水 シスイ		○		○		－		○		○		○				NT

										タガメ		水昆 ミズ コン		止水 シスイ				○		－				○						VU		VU						○		国内

										コガムシ		水昆 ミズ コン		止水 シスイ		○		○		○				○		○				DD

				陸上昆虫		ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		ヤマトアシナガバチ		飛翔 ヒショウ		草地 ソウチ		○		○						○						DD

				鳥類 チョウルイ		チドリ目		チドリ科		ヒクイナ		留鳥		湿地 シッチ		○		○		－				○						DD

										チュウサギ		留鳥		水辺 スイヘン				○		－										NT

										ケリ		留鳥		農地 ノウチ						－		○		○						DD

						タカ目		タカ科		ハチクマ		夏鳥 ナツドリ		樹林 ジュリン				○		－				○		○				NT		NT

				両生類 リョウセイルイ						トノサマガエル		水生 スイセイ		水辺 スイヘン		○		○						○		○				NT								△

										シュレーゲルアオガエル		水生 スイセイ		水辺 スイヘン		○								○										○

				植物 ショクブツ						ミズマツバ		草本 ソウホン		湿地 シッチ						○				○		○				VU



				【凡例】特天：特別天然記念物、天然：天然記念物、CR+EN：絶滅危惧 I 類、CR:絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、関市：関市に生育している可能性のある希少野生生物種、国内：種の保存法国内希少野生動植物種指定種 ハンレイ コクナイ



				【出典】遊水地環境調査(H27～29･R1) シュッテン ユウスイチ カンキョウ チョウサ



				【注目種の選定根拠】 チュウモク シュ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ



				【備 考】　放流：長良川中央漁協による放流魚(R3計画アユ10,286kg,ウナギ140kg,アマゴ稚魚93kg,アマゴ成魚820kgなど) ビ コウ ホウリュウ ナガラガワ チュウオウ ギョキョウ ホウリュウ サカナ ケイカク チギョ セイギョ

				　　　　　　







中流域全体 (ウツセミ削除、凡例短縮、配色、並び変更）

				長良川中流域で確認された重要種･注目種の一覧 ナガラガワ チュウリュウイキ カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		生態区分等 セイタイ クブン トウ		生息環境等		重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ						注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ						備 考
 ビ コウ

																文化財 保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB		礫河原性種 レキ カワラ セイ シュ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟ種 シュ

				魚類 ギョルイ		ヤツメウナギ目		ヤツメウナギ科		スナヤツメ類		純淡		底生 テイセイ				VU		VUorNT

										ニホンウナギ		回遊		底生 テイセイ				EN						○		○		放流 ホウリュウ

										ヤリタナゴ		純淡		遊泳 ユウエイ				NT		NT

						コイ目		コイ科		アブラボテ		純淡		遊泳 ユウエイ				NT		NT

										カワヒガイ		純淡		遊泳 ユウエイ				NT

										ゼゼラ		純淡		遊泳 ユウエイ				VU

										イトモロコ		純淡		遊泳 ユウエイ						NT

										ドジョウ		純淡		底生 テイセイ				NT

										トウカイコガタスジシマドジョウ		純淡		底生 テイセイ				EN

								ドジョウ科		アジメドジョウ		純淡		底生 テイセイ				VU						△

						ナマズ目		ギギ科 カ		ネコギギ		純淡		底生 テイセイ		天然		EN		CR+EN

										ナマズ		純淡		底生 テイセイ										△

								アカザ科		アカザ		純淡		底生 テイセイ				VU

										アユ		回遊		遊泳 ユウエイ										◎		◎		放流 ホウリュウ

						サケ目		サケ科		サツキマス（アマゴ）		陸封 リクフウ		遊泳 ユウエイ						NT				○		○		放流 ホウリュウ

										カジカ		純淡		底生 テイセイ				NT						△

										カワヨシノボリ		純淡		底生 テイセイ										△

										チチブ		回遊		底生 テイセイ						NT

						スズキ目		カジカ科		カマキリ		回遊		底生 テイセイ				VU

				鳥類 チョウルイ		カイツブリ目		カイツブリ科		カイツブリ		留鳥		水面 スイメン						NT

										ミサゴ		留鳥		水辺 ミズベ				NT

						タカ目		タカ科		オオタカ		留鳥		樹林 ジュリン				NT		NT

										サシバ		夏鳥		樹林 ジュリン				VU		NT

										ハチクマ		夏鳥		樹林 ジュリン				NT		NT

										ハヤブサ		留鳥		断崖				VU		NT								国内 コクナイ

						チドリ目		チドリ科		ケリ		留鳥		農地 ノウチ				DD

										イカルチドリ		留鳥		河原 カワラ								依存 イゾン

				両生類 リョウセイルイ		有尾目		オオサンショウウオ科		オオサンショウウオ		水生 スイセイ		底生 テイセイ		特天 トク テン		VU		VU						○

										トノサマガエル		水生 スイセイ		水辺 スイヘン				NT

				爬虫類 ハチュウルイ						ニホンイシガメ		水生 スイセイ		水辺 スイヘン				NT		NT

				哺乳類 ホニュウルイ						カヤネズミ		陸生 リクセイ		草地 ソウチ						NT

				植物 ショクブツ						カワラハハコ		草本 ソウホン		河原 カワラ								固有 コユウ

										カワラヨモギ		草本 ソウホン		河原 カワラ								固有 コユウ

										ミズマツバ		草本 ソウホン		湿地 シッチ				VU



				凡例　草本：草本類、純淡：純淡水魚、回遊：回遊魚、陸封：陸封型、水生：水生生物、河原：河原性、湿地：湿地性、水面：水面利用型、水辺：水辺性、樹林：樹林性、断崖：断崖に営巣する猛禽類、農地：農耕地依存種、底生：底生魚など、遊泳：遊泳魚、水辺：水辺依存種、特天：特別天然記念物、天然：天然記念物、EN：絶滅危惧 IA 類、CR+EN：絶滅危惧 I 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、固有：礫河原に固有に生育する種、依存：生息や繁殖を礫河原に依存する種、国内：種の保存法国内希少野生動植物種指定種、放流：長良川中央漁協による放流魚 ハンレイ ソウホン ソウホンルイ カイユウ カイユウギョ リクフウガタ スイセイ スイセイ セイブツ セイ セイ







				【重要種の選定根拠】

				　文化財保護法：「文化財保護法」(法律第 214 号、1950)

				　　特天：特別天然記念物、天然：天然記念物 トク テン トクベツ テンネン キネンブツ テンネン テンネン キネンブツ

				　環境省R L：「環境省レッドリスト 2019」（環境省自然環境局野生生物課、2019）

				　　EN：絶滅危惧 IA 類、CR:絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

				　岐阜県RDB：「岐阜県レッドデータブック（動物編）改訂版−岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物（動物編）改訂版−」(岐阜県、2010)

				　　CR+EN：絶滅危惧 I 類、VU：絶滅危惧 II 類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足



				【注目種の選定根拠】 チュウモク

				　礫河原性種：礫河原に依存したり固有に分布したりする種。 レキガワラ イゾン コユウ ブンプ シュ

				　　固有：礫河原に固有に生育する種。礫河原の減少とともに激減している(倉本,2019)　依存：生息や繁殖を礫河原に依存する種 セイイク シュ イゾン セイソク ハンショク レキガワラ イゾン シュ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ



				【備 考】　国内：種の保存法国内希少野生動植物種指定種 ビ コウ コクナイ シュ ホゾンホウ コクナイ キショウ シテイシュ

				　　　　　　放流：長良川中央漁協による放流魚(R3計画アユ10,286kg,ウナギ140kg,アマゴ稚魚93kg,アマゴ成魚820kgなど) ホウリュウ ナガラガワ チュウオウ ギョキョウ ホウリュウギョ ケイカク チギョ セイギョ





横越(注目種追加、凡例短縮、背色、並び変更)

				横越地区で確認された重要種･注目種の一覧 ヨコゴシ チク カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		生態区分等 セイタイ クブン トウ		生息環境等		確認
時期 カクニン ジキ								確認
場所 カクニン バショ				重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ						注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ						備 考
 ビ コウ

																春季 シュンキ		夏季 カキ		秋季 シュウキ		冬季 トウキ		範囲内 ハンイナイ		直近域 チョッキン イキ		文化財 保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB		礫河原
性種 レキ カワラ セイ シュ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟ種 シュ

				魚類 ギョルイ		ヤツメウナギ目		ヤツメウナギ科		スナヤツメ類		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○				VU		VUorNT

										カワヒガイ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○				－		○						NT

										ゼゼラ		純淡		遊泳 ユウエイ		○						－		○						VU

										イトモロコ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○						NT

								ドジョウ科		アジメドジョウ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○				VU

								アカザ科		アカザ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○				VU

										アユ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○										◎		◎		放流 ホウリュウ

						サケ目		サケ科		サツキマス（アマゴ）		陸封 リクフウ		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○						NT				○		○		放流 ホウリュウ

						スズキ目		カジカ科		カマキリ		回遊		底生 テイセイ		○		○		○		－		○						VU

										カジカ		純淡		底生 テイセイ						○		－		○						NT						Δ

										カワヨシノボリ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○										Δ

				底生動物 テイセイ ドウブツ		カメムシ目		コオイムシ科		コオイムシ		水生 スイセイ		止水 シスイ						－		○		○						NT

				陸上昆虫		ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		ヤマトアシナガバチ		飛翔 ヒショウ		草地 ソウチ				○		○				○						DD

								クモバチ科		アオスジクモバチ		飛翔 ヒショウ		砂地 スナチ				○		○				○		○				DD

								ドロバチモドキ科		ヤマトスナハキバチ本土亜種		飛翔 ヒショウ		砂地 スナチ				○						○		○				DD

				鳥類 チョウルイ		チドリ目		チドリ科		ケリ		留鳥		農地 ノウチ						－		○		○						DD

						タカ目		タカ科		オオタカ		留鳥		樹林 ジュリン				○		－				○		○				NT		NT

				植物 ショクブツ						カワラハハコ		草本 ソウホン		河原 カワラ												○								固有 コユウ

										カワラヨモギ		草本 ソウホン		河原 カワラ												○								固有 コユウ



				凡例　飛翔：飛翔性昆虫、純淡：純淡水魚、回遊：回遊魚、止水：止水に依存、草地：草地性、砂地：砂地依存、農地：農耕地依存、樹林：樹林性、底生：底生性、遊泳：遊泳魚、底生：底生魚、範囲内：計画遊水池内、直近域：計画遊水池の直近地域、特天：特別天然記念物、天然：天然記念物、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、固有：礫河原に固有に生育する種、放流：長良川中央漁協による放流魚 ハンレイ ヒショウ ヒショウ セイ コンチュウ ジュン ジュリン ジュリン セイ ユウエイ ユウエイ ギョ テイセイ テイセイ ギョ ホウリュウ



				【生息環境等】　草地：草地性、砂地：砂地依存、水面：水面利用型、農地：農耕地依存、林縁：林縁性、底生：底生性、止水：止水依存 セイソク カンキョウ トウ



				【確認時期】　○：確認、－：調査が行われていない カクニン ジキ



				【確認場所】　範囲内：計画遊水池内、直近域：計画遊水池の直近地域 カクニン バショ チョッキン チョッキン チイキ



				【重要種の選定根拠】

				　文化財保護法：「文化財保護法」(法律第 214 号、1950)

				　　特天：特別天然記念物、天然：天然記念物 トク テン トクベツ テンネン キネンブツ テンネン テンネン キネンブツ

				　環境省R L：「環境省レッドリスト 2019」（環境省自然環境局野生生物課、2019）

				　　EN：絶滅危惧 IA 類、CR:絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

				　岐阜県RDB：「岐阜県レッドデータブック（動物編）改訂版−岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物（動物編）改訂版−」(岐阜県、2010)

				　　CR+EN：絶滅危惧 I 類、VU：絶滅危惧 II 類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足



				　礫河原性種：礫河原に依存したり固有に分布したりする種。固有：礫河原に固有に生育する種。礫河原の減少とともに激減している(倉本,2019) レキガワラ イゾン コユウ ブンプ シュ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ



				【備 考】　放流：長良川中央漁協による放流魚(R3計画アユ10,286kg,ウナギ140kg,アマゴ稚魚93kg,アマゴ成魚820kgなど) ビ コウ ホウリュウ ナガラガワ チュウオウ ギョキョウ ホウリュウ サカナ ケイカク チギョ セイギョ

				　　　　　　





池尻(注目種、凡例短縮、背色、並び変更)

				池尻地区で確認された重要種･注目種の一覧 イケジリ チク カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		生態区分等 セイタイ クブン トウ		生息環境等		確認
時期 カクニン ジキ								確認
場所 カクニン バショ				重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ								注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ				備 考
 ビ コウ

																春季 シュンキ		夏季 カキ		秋季 シュウキ		冬季 トウキ		範囲内 ハンイナイ		直近域 チョッキン イキ		文化財 保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB		関市 セキシ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟ種 シュ

				魚類 ギョルイ						ヤリタナゴ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○				NT		NT		〇

										アブラボテ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○				NT		NT		〇

										ヌマムツ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○								NT		〇

										ウシモツゴ		純淡		遊泳 ユウエイ						○		－		○						CR		CR+EN		〇				△

										カワヒガイ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○				－		○						NT

										イトモロコ		純淡		遊泳 ユウエイ		○				○		－		○		○						NT		〇

										ドジョウ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○				NT

				底生動物 テイセイ ドウブツ						マルタニシ		巻貝 マキガイ		底生 テイセイ				○						○						VU		NT

										コシダカヒメモノアラガイ		巻貝 マキガイ		底生 テイセイ		○				－				○						DD

										トンガリササノハガイ		二枚貝 ニマイ カイ		底生 テイセイ		○				－				○						NT		VU

										マツカサガイ		二枚貝 ニマイ カイ		底生 テイセイ				○		－		○		○						NT		VU

										キイロサナエ		水昆 ミズ コン		底生 テイセイ		○				－				○						NT

										コオイムシ		水昆 ミズ コン		止水 シスイ		○		○		－		○		○		○				NT

										タガメ		水昆 ミズ コン		止水 シスイ				○		－				○						VU		VU						〇		国内

										コガムシ		水昆 ミズ コン		止水 シスイ		○		○		○				○		○				DD

				陸上昆虫		ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		ヤマトアシナガバチ		飛翔 ヒショウ		草地 ソウチ		○		○						○						DD

				鳥類 チョウルイ		チドリ目		チドリ科		ヒクイナ		留鳥		湿地 シッチ		○		○		－				○						DD

										チュウサギ		留鳥		水辺 スイヘン				○		－										NT

										ケリ		留鳥		農地 ノウチ						－		○		○						DD

						タカ目		タカ科		ハチクマ		夏鳥 ナツドリ		樹林 ジュリン				○		－				○		○				NT		NT

				両生類 リョウセイルイ						トノサマガエル		水生 スイセイ		水辺 スイヘン		○		○						○		○				NT								△

										シュレーゲルアオガエル		水生 スイセイ		水辺 スイヘン		○								○										〇

				植物 ショクブツ						ミズマツバ		草本 ソウホン		湿地 シッチ						○				○		○				VU



				凡例　飛翔：飛翔性昆虫、純淡：純淡水魚、水昆：水生昆虫類、水生：水生性、湿地：湿地性、草地：草地性、水辺：水辺に依存、農地：農耕地依存、樹林：樹林性、遊泳：遊泳魚、底生：底生性、止水：止水依存、範囲内：計画遊水池内、直近域：計画遊水池の直近地域、特天：特別天然記念物、天然：天然記念物、CR+EN：絶滅危惧 I 類、CR:絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、関市：関市に生育している可能性のある希少野生生物種、国内：種の保存法国内希少野生動植物種指定種 ハンレイ ジュリン ジュリン セイ ユウエイ ユウエイ ギョ コクナイ



				【生息環境等】　草地：草地性、砂地：砂地依存、水面：水面利用型、農地：農耕地依存、林縁：林縁性、底生：底生性、止水：止水依存 セイソク カンキョウ トウ



				【確認時期】　○：確認、－：調査が行われていない　〇※：陸上昆虫調査にて確認 カクニン ジキ リクジョウコンチュウチョウサ カクニン



				【確認場所】　範囲内：計画遊水池内、直近域：計画遊水池の直近地域 カクニン バショ チョッキン チョッキン チイキ



				【重要種の選定根拠】

				　文化財保護法：「文化財保護法」(法律第 214 号、1950)

				　　特天：特別天然記念物、天然：天然記念物 トク テン トクベツ テンネン キネンブツ テンネン テンネン キネンブツ

				　環境省R L：「環境省レッドリスト 2019」（環境省自然環境局野生生物課、2019）

				　　EN：絶滅危惧 IA 類、CR:絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

				　岐阜県RDB：「岐阜県レッドデータブック（動物編）改訂版−岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物（動物編）改訂版−」(岐阜県、2010)

				　　CR+EN：絶滅危惧 I 類、VU：絶滅危惧 II 類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

				　関市：関市に生育している可能性のある希少野生生物種　〇：該当種 ガイトウシュ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ

				【備 考】　国内：種の保存法国内希少野生動植物種指定種 ビ コウ コクナイ シュ ホゾンホウ コクナイ キショウ シテイシュ





中流域全体 (ウツセミカジカ追加) (2凡例端折り版)

				長良川中流域で確認された重要種･注目種の一覧 ナガラガワ チュウリュウイキ カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		生態区分等 セイタイ クブン トウ		生息環境等		重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ						注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ						備 考
 ビ コウ

																文化財 保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB		礫河原性種 レキ カワラ セイ シュ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟ種 シュ

				植物 ショクブツ						カワラハハコ		草本 ソウホン		河原 カワラ								固有 コユウ

										カワラヨモギ		草本 ソウホン		河原 カワラ								固有 コユウ

										ミズマツバ		草本 ソウホン		湿地 シッチ				VU

				鳥類 チョウルイ		カイツブリ目		カイツブリ科		カイツブリ		留鳥		水面 スイメン						NT

										ミサゴ		留鳥		水辺 ミズベ				NT

						タカ目		タカ科		オオタカ		留鳥		樹林 ジュリン				NT		NT

										サシバ		夏鳥		樹林 ジュリン				VU		NT

										ハチクマ		夏鳥		樹林 ジュリン				NT		NT

										ハヤブサ		留鳥		断崖				VU		NT								国内 コクナイ

						チドリ目		チドリ科		ケリ		留鳥		農地 ノウチ				DD

										イカルチドリ		留鳥		河原 カワラ								依存 イゾン

				魚類 ギョルイ		ヤツメウナギ目		ヤツメウナギ科		スナヤツメ類		純淡		底生 テイセイ				VU		VUorNT

										ニホンウナギ		回遊		底生 テイセイ				EN						○		○		放流 ホウリュウ

										ヤリタナゴ		純淡		遊泳 ユウエイ				NT		NT

						コイ目		コイ科		アブラボテ		純淡		遊泳 ユウエイ				NT		NT

										カワヒガイ		純淡		遊泳 ユウエイ				NT

										ゼゼラ		純淡		遊泳 ユウエイ				VU

										イトモロコ		純淡		遊泳 ユウエイ						NT

										ドジョウ		純淡		底生 テイセイ				NT

										トウカイコガタスジシマドジョウ		純淡		底生 テイセイ				EN

								ドジョウ科		アジメドジョウ		純淡		底生 テイセイ				VU						△

						ナマズ目		ギギ科 カ		ネコギギ		純淡		底生 テイセイ		天然		EN		CR+EN

										ナマズ		純淡		底生 テイセイ										△

								アカザ科		アカザ		純淡		底生 テイセイ				VU

										アユ		回遊		遊泳 ユウエイ										◎		◎		放流 ホウリュウ

						サケ目		サケ科		サツキマス（アマゴ）		陸封 リクフウ		遊泳 ユウエイ						NT				○		○		放流 ホウリュウ

						スズキ目		カジカ科		カマキリ		回遊		底生 テイセイ				VU

										カジカ		純淡		底生 テイセイ				NT						△

										ウツセミカジカ(回遊型)		回遊		底生 テイセイ				EN		VU				△

										カワヨシノボリ		純淡		底生 テイセイ										△

										チチブ		回遊		底生 テイセイ						NT

				両生類 リョウセイルイ		有尾目		オオサンショウウオ科		オオサンショウウオ		水生 スイセイ		底生 テイセイ		特天 トク テン		VU		VU						○

										トノサマガエル		水生 スイセイ		水辺 スイヘン				NT

				爬虫類 ハチュウルイ						ニホンイシガメ		水生 スイセイ		水辺 スイヘン				NT		NT



				凡例　草本：草本類、純淡：純淡水魚、回遊：回遊魚、陸封：陸封型、水生：水生生物、河原：河原性、湿地：湿地性、水面：水面利用型、水辺：水辺性、樹林：樹林性、断崖：断崖に営巣する猛禽類、農地：農耕地依存種、底生：底生魚など、遊泳：遊泳魚、水辺：水辺依存種、特天：特別天然記念物、天然：天然記念物、EN：絶滅危惧 IA 類、CR+EN：絶滅危惧 I 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、固有：礫河原に固有に生育する種、依存：生息や繁殖を礫河原に依存する種、国内：種の保存法国内希少野生動植物種指定種、放流：長良川中央漁協による放流魚 ハンレイ ソウホン ソウホンルイ カイユウ カイユウギョ リクフウガタ スイセイ スイセイ セイブツ セイ セイ







				【重要種の選定根拠】

				　文化財保護法：「文化財保護法」(法律第 214 号、1950)

				　　特天：特別天然記念物、天然：天然記念物 トク テン トクベツ テンネン キネンブツ テンネン テンネン キネンブツ

				　環境省R L：「環境省レッドリスト 2019」（環境省自然環境局野生生物課、2019）

				　　EN：絶滅危惧 IA 類、CR:絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

				　岐阜県RDB：「岐阜県レッドデータブック（動物編）改訂版−岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物（動物編）改訂版−」(岐阜県、2010)

				　　CR+EN：絶滅危惧 I 類、VU：絶滅危惧 II 類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足



				【注目種の選定根拠】 チュウモク

				　礫河原性種：礫河原に依存したり固有に分布したりする種。 レキガワラ イゾン コユウ ブンプ シュ

				　　固有：礫河原に固有に生育する種。礫河原の減少とともに激減している(倉本,2019)　依存：生息や繁殖を礫河原に依存する種 セイイク シュ イゾン セイソク ハンショク レキガワラ イゾン シュ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ



				【備 考】　国内：種の保存法国内希少野生動植物種指定種 ビ コウ コクナイ シュ ホゾンホウ コクナイ キショウ シテイシュ

				　　　　　　放流：長良川中央漁協による放流魚(R3計画アユ10,286kg,ウナギ140kg,アマゴ稚魚93kg,アマゴ成魚820kgなど) ホウリュウ ナガラガワ チュウオウ ギョキョウ ホウリュウギョ ケイカク チギョ セイギョ





池尻(注目種追加) (凡例端折り版)

				池尻地区で確認された重要種･注目種の一覧 イケジリ チク カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		生態区分等 セイタイ クブン トウ		生息環境等		確認
時期 カクニン ジキ								確認
場所 カクニン バショ				重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ								注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ				備 考
 ビ コウ

																春季 シュンキ		夏季 カキ		秋季 シュウキ		冬季 トウキ		範囲内 ハンイナイ		直近域 チョッキン イキ		文化財 保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB		関市 セキシ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟ種 シュ

				植物 ショクブツ						ミズマツバ		草本 ソウホン		湿地 シッチ						○				○		○				VU

				陸上昆虫		ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		ヤマトアシナガバチ		飛翔 ヒショウ		草地 ソウチ		○		○						○						DD

				鳥類 チョウルイ		チドリ目		チドリ科		ヒクイナ		留鳥		湿地 シッチ		○		○		－				○						DD

										チュウサギ		留鳥		水辺 スイヘン				○		－										NT

										ケリ		留鳥		農地 ノウチ						－		○		○						DD

						タカ目		タカ科		ハチクマ		夏鳥 ナツドリ		樹林 ジュリン				○		－				○		○				NT		NT

				魚類 ギョルイ						ヤリタナゴ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○				NT		NT		〇

										アブラボテ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○				NT		NT		〇

										ヌマムツ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○								NT		〇

										ウシモツゴ		純淡		遊泳 ユウエイ						○		－		○						CR		CR+EN		〇				△

										カワヒガイ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○				－		○						NT

										イトモロコ		純淡		遊泳 ユウエイ		○				○		－		○		○						NT		〇

										ドジョウ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○				NT

				底生動物 テイセイ ドウブツ						マルタニシ		巻貝 マキガイ		底生 テイセイ				○						○						VU		NT

										コシダカヒメモノアラガイ		巻貝 マキガイ		底生 テイセイ		○				－				○						DD

										トンガリササノハガイ		二枚貝 ニマイ カイ		底生 テイセイ		○				－				○						NT		VU

										マツカサガイ		二枚貝 ニマイ カイ		底生 テイセイ				○		－		○		○						NT		VU

										キイロサナエ		水昆 ミズ コン		底生 テイセイ		○				－				○						NT

										コオイムシ		水昆 ミズ コン		止水 シスイ		○		○		－		○		○		○				NT

										タガメ		水昆 ミズ コン		止水 シスイ				○		－				○						VU		VU						〇		国内

										コガムシ		水昆 ミズ コン		止水 シスイ		○		○		○				○		○				DD

				両生類 リョウセイルイ						トノサマガエル		水生 スイセイ		水辺 スイヘン		○		○						○		○				NT								△

										シュレーゲルアオガエル		水生 スイセイ		水辺 スイヘン		○								○										〇



				凡例　飛翔：飛翔性昆虫、純淡：純淡水魚、水昆：水生昆虫類、水生：水生性、湿地：湿地性、草地：草地性、水辺：水辺に依存、農地：農耕地依存、樹林：樹林性、遊泳：遊泳魚、底生：底生性、止水：止水依存、範囲内：計画遊水池内、直近域：計画遊水池の直近地域、特天：特別天然記念物、天然：天然記念物、CR+EN：絶滅危惧 I 類、CR:絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、関市：関市に生育している可能性のある希少野生生物種、国内：種の保存法国内希少野生動植物種指定種 ハンレイ ジュリン ジュリン セイ ユウエイ ユウエイ ギョ コクナイ



				【生息環境等】　草地：草地性、砂地：砂地依存、水面：水面利用型、農地：農耕地依存、林縁：林縁性、底生：底生性、止水：止水依存 セイソク カンキョウ トウ



				【確認時期】　○：確認、－：調査が行われていない　〇※：陸上昆虫調査にて確認 カクニン ジキ リクジョウコンチュウチョウサ カクニン



				【確認場所】　範囲内：計画遊水池内、直近域：計画遊水池の直近地域 カクニン バショ チョッキン チョッキン チイキ



				【重要種の選定根拠】

				　文化財保護法：「文化財保護法」(法律第 214 号、1950)

				　　特天：特別天然記念物、天然：天然記念物 トク テン トクベツ テンネン キネンブツ テンネン テンネン キネンブツ

				　環境省R L：「環境省レッドリスト 2019」（環境省自然環境局野生生物課、2019）

				　　EN：絶滅危惧 IA 類、CR:絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

				　岐阜県RDB：「岐阜県レッドデータブック（動物編）改訂版−岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物（動物編）改訂版−」(岐阜県、2010)

				　　CR+EN：絶滅危惧 I 類、VU：絶滅危惧 II 類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

				　関市：関市に生育している可能性のある希少野生生物種　〇：該当種 ガイトウシュ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ

				【備 考】　国内：種の保存法国内希少野生動植物種指定種 ビ コウ コクナイ シュ ホゾンホウ コクナイ キショウ シテイシュ





横越(注目種追加) (凡例端折り版)

				横越地区で確認された重要種･注目種の一覧 ヨコゴシ チク カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		生態区分等 セイタイ クブン トウ		生息環境等		確認
時期 カクニン ジキ								確認
場所 カクニン バショ				重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ						注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ						備 考
 ビ コウ

																春季 シュンキ		夏季 カキ		秋季 シュウキ		冬季 トウキ		範囲内 ハンイナイ		直近域 チョッキン イキ		文化財 保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB		礫河原
性種 レキ カワラ セイ シュ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟ種 シュ

				植物 ショクブツ						カワラハハコ		草本 ソウホン		河原 カワラ												○								固有 コユウ

										カワラヨモギ		草本 ソウホン		河原 カワラ												○								固有 コユウ

				陸上昆虫		ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		ヤマトアシナガバチ		飛翔 ヒショウ		草地 ソウチ				○		○				○						DD

								クモバチ科		アオスジクモバチ		飛翔 ヒショウ		砂地 スナチ				○		○				○		○				DD

								ドロバチモドキ科		ヤマトスナハキバチ本土亜種		飛翔 ヒショウ		砂地 スナチ				○						○		○				DD

				鳥類 チョウルイ		チドリ目		チドリ科		ケリ		留鳥		農地 ノウチ						－		○		○						DD

						タカ目		タカ科		オオタカ		留鳥		樹林 ジュリン				○		－				○		○				NT		NT

				魚類 ギョルイ		ヤツメウナギ目		ヤツメウナギ科		スナヤツメ類		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○				VU		VUorNT

										カワヒガイ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○				－		○						NT

										ゼゼラ		純淡		遊泳 ユウエイ		○						－		○						VU

										イトモロコ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○						NT

								ドジョウ科		アジメドジョウ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○				VU

								アカザ科		アカザ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○				VU

										アユ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○										◎		◎		放流 ホウリュウ

						サケ目		サケ科		サツキマス（アマゴ）		陸封 リクフウ		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○						NT				○		○		放流 ホウリュウ

						スズキ目		カジカ科		カマキリ		回遊		底生 テイセイ		○		○		○		－		○						VU

										カジカ		純淡		底生 テイセイ						○		－		○						NT						Δ

										カワヨシノボリ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○										Δ

				底生動物 テイセイ ドウブツ		カメムシ目		コオイムシ科		コオイムシ		水生 スイセイ		止水 シスイ						－		○		○						NT



				凡例　飛翔：飛翔性昆虫、純淡：純淡水魚、回遊：回遊魚、止水：止水に依存、草地：草地性、砂地：砂地依存、農地：農耕地依存、樹林：樹林性、底生：底生性、遊泳：遊泳魚、底生：底生魚、範囲内：計画遊水池内、直近域：計画遊水池の直近地域、特天：特別天然記念物、天然：天然記念物、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、固有：礫河原に固有に生育する種、放流：長良川中央漁協による放流魚 ハンレイ ヒショウ ヒショウ セイ コンチュウ ジュン ジュリン ジュリン セイ ユウエイ ユウエイ ギョ テイセイ テイセイ ギョ ホウリュウ



				【生息環境等】　草地：草地性、砂地：砂地依存、水面：水面利用型、農地：農耕地依存、林縁：林縁性、底生：底生性、止水：止水依存 セイソク カンキョウ トウ



				【確認時期】　○：確認、－：調査が行われていない カクニン ジキ



				【確認場所】　範囲内：計画遊水池内、直近域：計画遊水池の直近地域 カクニン バショ チョッキン チョッキン チイキ



				【重要種の選定根拠】

				　文化財保護法：「文化財保護法」(法律第 214 号、1950)

				　　特天：特別天然記念物、天然：天然記念物 トク テン トクベツ テンネン キネンブツ テンネン テンネン キネンブツ

				　環境省R L：「環境省レッドリスト 2019」（環境省自然環境局野生生物課、2019）

				　　EN：絶滅危惧 IA 類、CR:絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

				　岐阜県RDB：「岐阜県レッドデータブック（動物編）改訂版−岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物（動物編）改訂版−」(岐阜県、2010)

				　　CR+EN：絶滅危惧 I 類、VU：絶滅危惧 II 類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足



				　礫河原性種：礫河原に依存したり固有に分布したりする種。固有：礫河原に固有に生育する種。礫河原の減少とともに激減している(倉本,2019) レキガワラ イゾン コユウ ブンプ シュ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ



				【備 考】　放流：長良川中央漁協による放流魚(R3計画アユ10,286kg,ウナギ140kg,アマゴ稚魚93kg,アマゴ成魚820kgなど) ビ コウ ホウリュウ ナガラガワ チュウオウ ギョキョウ ホウリュウ サカナ ケイカク チギョ セイギョ

				　　　　　　





中流域全体 (ウツセミカジカ追加)

				長良川中流域で確認された重要種･注目種の一覧 ナガラガワ チュウリュウイキ カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		生態区分等 セイタイ クブン トウ		生息環境等		重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ						注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ						備 考
 ビ コウ

																文化財 保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB		礫河原性種 レキ カワラ セイ シュ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟ種 シュ

				植物 ショクブツ						カワラハハコ		草本 ソウホン		河原 カワラ								固有 コユウ

										カワラヨモギ		草本 ソウホン		河原 カワラ								固有 コユウ

										ミズマツバ		草本 ソウホン		湿地 シッチ				VU

				鳥類 チョウルイ		カイツブリ目		カイツブリ科		カイツブリ		留鳥		水面 スイメン						NT

										ミサゴ		留鳥		水辺 ミズベ				NT

						タカ目		タカ科		オオタカ		留鳥		樹林 ジュリン				NT		NT

										サシバ		夏鳥		樹林 ジュリン				VU		NT

										ハチクマ		夏鳥		樹林 ジュリン				NT		NT

										ハヤブサ		留鳥		断崖				VU		NT								国内 コクナイ

						チドリ目		チドリ科		ケリ		留鳥		農地 ノウチ				DD

										イカルチドリ		留鳥		河原 カワラ								依存 イゾン

				魚類 ギョルイ		ヤツメウナギ目		ヤツメウナギ科		スナヤツメ類		純淡		底生 テイセイ				VU		VUorNT

										ニホンウナギ		回遊		底生 テイセイ				EN						○		○		放流 ホウリュウ

										ヤリタナゴ		純淡		遊泳 ユウエイ				NT		NT

						コイ目		コイ科		アブラボテ		純淡		遊泳 ユウエイ				NT		NT

										カワヒガイ		純淡		遊泳 ユウエイ				NT

										ゼゼラ		純淡		遊泳 ユウエイ				VU

										イトモロコ		純淡		遊泳 ユウエイ						NT

										ドジョウ		純淡		底生 テイセイ				NT

										トウカイコガタスジシマドジョウ		純淡		底生 テイセイ				EN

								ドジョウ科		アジメドジョウ		純淡		底生 テイセイ				VU						△

						ナマズ目		ギギ科 カ		ネコギギ		純淡		底生 テイセイ		天然		EN		CR+EN

										ナマズ		純淡		底生 テイセイ										△

								アカザ科		アカザ		純淡		底生 テイセイ				VU

										アユ		回遊		遊泳 ユウエイ										◎		◎		放流 ホウリュウ

						サケ目		サケ科		サツキマス（アマゴ）		陸封 リクフウ		遊泳 ユウエイ						NT				○		○		放流 ホウリュウ

						スズキ目		カジカ科		カマキリ		回遊		底生 テイセイ				VU

										カジカ		純淡		底生 テイセイ				NT						△

										ウツセミカジカ(回遊型)		回遊		底生 テイセイ				EN		VU				△

										カワヨシノボリ		純淡		底生 テイセイ										△

										チチブ		回遊		底生 テイセイ						NT

				両生類 リョウセイルイ		有尾目		オオサンショウウオ科		オオサンショウウオ		水生 スイセイ		底生 テイセイ		特天 トク テン		VU		VU						○

										トノサマガエル		水生 スイセイ		水辺 スイヘン				NT

				爬虫類 ハチュウルイ						ニホンイシガメ		水生 スイセイ		水辺 スイヘン				NT		NT



				【生態区分等】　草本：草本類、純淡：純淡水魚、回遊：回遊魚、陸封：サツキマスは回遊魚であるが確認された個体は陸封型のアマゴ、水生：水生生物 セイタイ クブン トウ ソウホン ソウホンルイ カイユウ カイユウギョ スイセイ スイセイ セイブツ



				【生息環境等】　河原：河原性種、湿地：湿地性種、水面：水面利用型の水鳥など、水辺：水辺を生息場や狩場として利用する種など、樹林：樹林に依存する種など、断崖：断崖に営巣する猛禽類、農地：農耕地に依存する種、底生：底生性の魚類など、遊泳：遊泳魚、水辺：水辺に依存する種など セイソク カンキョウ トウ カワラ カワラ セイ シュ シッチ シッチセイシュ ミズドリ ミズベ ミズベ リヨウ シュ シュ ダンガイ ダンガイ エイソウ モウキンルイ シュ セイ ギョ ルイ ユウエイ ユウエイ ギョ ミズベ ミズベ イゾン シュ



				【重要種の選定根拠】

				　文化財保護法：「文化財保護法」(法律第 214 号、1950)

				　　特天：特別天然記念物、天然：天然記念物 トク テン トクベツ テンネン キネンブツ テンネン テンネン キネンブツ

				　環境省R L：「環境省レッドリスト 2019」（環境省自然環境局野生生物課、2019）

				　　EN：絶滅危惧 IA 類、CR:絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

				　岐阜県RDB：「岐阜県レッドデータブック（動物編）改訂版−岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物（動物編）改訂版−」(岐阜県、2010)

				　　CR+EN：絶滅危惧 I 類、VU：絶滅危惧 II 類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足



				【注目種の選定根拠】 チュウモク

				　礫河原性種：礫河原に依存したり固有に分布したりする種。 レキガワラ イゾン コユウ ブンプ シュ

				　　固有：礫河原に固有に生育する種。礫河原の減少とともに激減している(倉本,2019)　依存：生息や繁殖を礫河原に依存する種 セイイク シュ イゾン セイソク ハンショク レキガワラ イゾン シュ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ



				【備 考】　国内：種の保存法国内希少野生動植物種指定種 ビ コウ コクナイ シュ ホゾンホウ コクナイ キショウ シテイシュ

				　　　　　　放流：長良川中央漁協による放流魚(R3計画アユ10,286kg,ウナギ140kg,アマゴ稚魚93kg,アマゴ成魚820kgなど) ホウリュウ ナガラガワ チュウオウ ギョキョウ ホウリュウギョ ケイカク チギョ セイギョ





中流域全体

				長良川中流域で確認された重要種･注目種の一覧 ナガラガワ チュウリュウイキ カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		生態区分等 セイタイ クブン トウ		生息環境等		重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ						注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ						備 考
 ビ コウ

																文化財 保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB		礫河原性種 レキ カワラ セイ シュ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟ種 シュ

				植物 ショクブツ						カワラハハコ		草本 ソウホン		河原 カワラ								固有 コユウ

										カワラヨモギ		草本 ソウホン		河原 カワラ								固有 コユウ

										ミズマツバ		草本 ソウホン		湿地 シッチ				VU

				鳥類 チョウルイ		カイツブリ目		カイツブリ科		カイツブリ		留鳥		水面 スイメン						NT

										ミサゴ		留鳥		水辺 ミズベ				NT

						タカ目		タカ科		オオタカ		留鳥		樹林 ジュリン				NT		NT

										サシバ		夏鳥		樹林 ジュリン				VU		NT

										ハチクマ		夏鳥		樹林 ジュリン				NT		NT

										ハヤブサ		留鳥		断崖				VU		NT								国内 コクナイ

						チドリ目		チドリ科		ケリ		留鳥		農地 ノウチ				DD

										イカルチドリ		留鳥		河原 カワラ								依存 イゾン

				魚類 ギョルイ		ヤツメウナギ目		ヤツメウナギ科		スナヤツメ類		純淡		底生 テイセイ				VU		VUorNT

										ニホンウナギ		回遊		底生 テイセイ				EN						○		○		放流 ホウリュウ

										ヤリタナゴ		純淡		遊泳 ユウエイ				NT		NT

						コイ目		コイ科		アブラボテ		純淡		遊泳 ユウエイ				NT		NT

										カワヒガイ		純淡		遊泳 ユウエイ				NT

										ゼゼラ		純淡		遊泳 ユウエイ				VU

										イトモロコ		純淡		遊泳 ユウエイ						NT

										ドジョウ		純淡		底生 テイセイ				NT

										トウカイコガタスジシマドジョウ		純淡		底生 テイセイ				EN

								ドジョウ科		アジメドジョウ		純淡		底生 テイセイ				VU						△

						ナマズ目		ギギ科 カ		ネコギギ		純淡		底生 テイセイ		天然		EN		CR+EN

										ナマズ		純淡		底生 テイセイ										△

								アカザ科		アカザ		純淡		底生 テイセイ				VU

										アユ		回遊		遊泳 ユウエイ										◎		◎		放流 ホウリュウ

						サケ目		サケ科		サツキマス（アマゴ）		陸封 リクフウ		遊泳 ユウエイ						NT				○		○		放流 ホウリュウ

						スズキ目		カジカ科		カマキリ		回遊		底生 テイセイ				VU

										カジカ		純淡		底生 テイセイ				NT						△

										カワヨシノボリ		純淡		底生 テイセイ										△

										チチブ		回遊		底生 テイセイ						NT

				両生類 リョウセイルイ		有尾目		オオサンショウウオ科		オオサンショウウオ		水生 スイセイ		底生 テイセイ		特天 トク テン		VU		VU						○

										トノサマガエル		水生 スイセイ		水辺 スイヘン				NT

				爬虫類 ハチュウルイ						ニホンイシガメ		水生 スイセイ		水辺 スイヘン				NT		NT



				【生態区分等】　草本：草本類、純淡：純淡水魚、回遊：回遊魚、陸封：サツキマスは回遊魚であるが確認された個体は陸封型のアマゴ、水生：水生生物 セイタイ クブン トウ ソウホン ソウホンルイ カイユウ カイユウギョ スイセイ スイセイ セイブツ



				【生息環境等】　河原：河原性種、湿地：湿地性種、水面：水面利用型の水鳥など、水辺：水辺を生息場や狩場として利用する種など、樹林：樹林に依存する種など、断崖：断崖に営巣する猛禽類、農地：農耕地に依存する種、底生：底生性の魚類など、遊泳：遊泳魚、水辺：水辺に依存する種など セイソク カンキョウ トウ カワラ カワラ セイ シュ シッチ シッチセイシュ ミズドリ ミズベ ミズベ リヨウ シュ シュ ダンガイ ダンガイ エイソウ モウキンルイ シュ セイ ギョ ルイ ユウエイ ユウエイ ギョ ミズベ ミズベ イゾン シュ



				【重要種の選定根拠】

				　文化財保護法：「文化財保護法」(法律第 214 号、1950)

				　　特天：特別天然記念物、天然：天然記念物 トク テン トクベツ テンネン キネンブツ テンネン テンネン キネンブツ

				　環境省R L：「環境省レッドリスト 2019」（環境省自然環境局野生生物課、2019）

				　　EN：絶滅危惧 IA 類、CR:絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

				　岐阜県RDB：「岐阜県レッドデータブック（動物編）改訂版−岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物（動物編）改訂版−」(岐阜県、2010)

				　　CR+EN：絶滅危惧 I 類、VU：絶滅危惧 II 類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足



				【注目種の選定根拠】 チュウモク

				　礫河原性種：礫河原に依存したり固有に分布したりする種。 レキガワラ イゾン コユウ ブンプ シュ

				　　固有：礫河原に固有に生育する種。礫河原の減少とともに激減している(倉本,2019)　依存：生息や繁殖を礫河原に依存する種 セイイク シュ イゾン セイソク ハンショク レキガワラ イゾン シュ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ



				【備 考】　国内：種の保存法国内希少野生動植物種指定種 ビ コウ コクナイ シュ ホゾンホウ コクナイ キショウ シテイシュ

				　　　　　　放流：長良川中央漁協による放流魚(R3計画アユ10,286kg,ウナギ140kg,アマゴ稚魚93kg,アマゴ成魚820kgなど) ホウリュウ ナガラガワ チュウオウ ギョキョウ ホウリュウギョ ケイカク チギョ セイギョ





池尻(注目種追加)

				池尻地区で確認された重要種･注目種の一覧 イケジリ チク カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		生態区分等 セイタイ クブン トウ		生息環境等		確認
時期 カクニン ジキ								確認
場所 カクニン バショ				重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ								注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ				備 考
 ビ コウ

																春季 シュンキ		夏季 カキ		秋季 シュウキ		冬季 トウキ		範囲内 ハンイナイ		直近域 チョッキン イキ		文化財 保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB		関市 セキシ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟ種 シュ

				植物 ショクブツ						ミズマツバ		草本 ソウホン		湿地 シッチ						○				○		○				VU

				陸上昆虫		ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		ヤマトアシナガバチ		飛翔 ヒショウ		草地 ソウチ		○		○						○						DD

				鳥類 チョウルイ		チドリ目		チドリ科		ヒクイナ		留鳥		湿地 シッチ		○		○		－				○						DD

										チュウサギ		留鳥		水辺 スイヘン				○		－										NT

										ケリ		留鳥		農地 ノウチ						－		○		○						DD

						タカ目		タカ科		ハチクマ		夏鳥 ナツドリ		樹林 ジュリン				○		－				○		○				NT		NT

				魚類 ギョルイ						ヤリタナゴ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○				NT		NT		〇

										アブラボテ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○				NT		NT		〇

										ヌマムツ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○								NT		〇

										ウシモツゴ		純淡		遊泳 ユウエイ						○		－		○						CR		CR+EN		〇				△

										カワヒガイ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○				－		○						NT

										イトモロコ		純淡		遊泳 ユウエイ		○				○		－		○		○						NT		〇

										ドジョウ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○				NT

				底生動物 テイセイ ドウブツ						マルタニシ		巻貝 マキガイ		底生 テイセイ				○						○						VU		NT

										コシダカヒメモノアラガイ		巻貝 マキガイ		底生 テイセイ		○				－				○						DD

										トンガリササノハガイ		二枚貝 ニマイ カイ		底生 テイセイ		○				－				○						NT		VU

										マツカサガイ		二枚貝 ニマイ カイ		底生 テイセイ				○		－		○		○						NT		VU

										キイロサナエ		水昆 ミズ コン		底生 テイセイ		○				－				○						NT

										コオイムシ		水昆 ミズ コン		止水 シスイ		○		○		－		○		○		○				NT

										タガメ		水昆 ミズ コン		止水 シスイ				○		－				○						VU		VU						〇		国内

										コガムシ		水昆 ミズ コン		止水 シスイ		○		○		○※				○		○				DD

				両生類 リョウセイルイ						トノサマガエル		水生 スイセイ		水辺 スイヘン		○		○						○		○				NT								△

										シュレーゲルアオガエル		水生 スイセイ		水辺 スイヘン		○								○										〇



				【生態区分等】　純淡：純淡水魚、回遊：回遊魚、陸封：サツキマスは回遊魚であるが確認された個体は陸封型のアマゴ、水生：水生生物 セイタイ クブン トウ カイユウ カイユウギョ スイセイ スイセイ セイブツ



				【生息環境等】　草地：草地性、砂地：砂地依存、水面：水面利用型、農地：農耕地依存、林縁：林縁性、底生：底生性、止水：止水依存 セイソク カンキョウ トウ



				【確認時期】　○：確認、－：調査が行われていない　〇※：陸上昆虫調査にて確認 カクニン ジキ リクジョウコンチュウチョウサ カクニン



				【確認場所】　範囲内：計画遊水池内、直近域：計画遊水池の直近地域 カクニン バショ チョッキン チョッキン チイキ



				【重要種の選定根拠】

				　文化財保護法：「文化財保護法」(法律第 214 号、1950)

				　　特天：特別天然記念物、天然：天然記念物 トク テン トクベツ テンネン キネンブツ テンネン テンネン キネンブツ

				　環境省R L：「環境省レッドリスト 2019」（環境省自然環境局野生生物課、2019）

				　　EN：絶滅危惧 IA 類、CR:絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

				　岐阜県RDB：「岐阜県レッドデータブック（動物編）改訂版−岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物（動物編）改訂版−」(岐阜県、2010)

				　　CR+EN：絶滅危惧 I 類、VU：絶滅危惧 II 類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

				　関市：関市に生育している可能性のある希少野生生物種　〇：該当種 ガイトウシュ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ

				【備 考】　国内：種の保存法国内希少野生動植物種指定種 ビ コウ コクナイ シュ ホゾンホウ コクナイ キショウ シテイシュ





横越(注目種追加)

				横越地区で確認された重要種･注目種の一覧 ヨコゴシ チク カクニン ジュウヨウ シュ チュウモク シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		生態区分等 セイタイ クブン トウ		生息環境等		確認
時期 カクニン ジキ								確認
場所 カクニン バショ				重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ						注目種の
選定根拠 チュウモク シュ センテイ コンキョ						備 考
 ビ コウ

																春季 シュンキ		夏季 カキ		秋季 シュウキ		冬季 トウキ		範囲内 ハンイナイ		直近域 チョッキン イキ		文化財 保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB		礫河原
性種 レキ カワラ セイ シュ		地域
有用種 チイキ ユウヨウ シュ		ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟ種 シュ

				植物 ショクブツ						カワラハハコ		草本 ソウホン		河原 カワラ												○								固有 コユウ

										カワラヨモギ		草本 ソウホン		河原 カワラ												○								固有 コユウ

				陸上昆虫		ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		ヤマトアシナガバチ		飛翔 ヒショウ		草地 ソウチ				○		○				○						DD

								クモバチ科		アオスジクモバチ		飛翔 ヒショウ		砂地 スナチ				○		○				○		○				DD

								ドロバチモドキ科		ヤマトスナハキバチ本土亜種		飛翔 ヒショウ		砂地 スナチ				○						○		○				DD

				鳥類 チョウルイ		チドリ目		チドリ科		ケリ		留鳥		農地 ノウチ						－		○		○						DD

						タカ目		タカ科		オオタカ		留鳥		樹林 ジュリン				○		－				○		○				NT		NT

				魚類 ギョルイ		ヤツメウナギ目		ヤツメウナギ科		スナヤツメ類		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○				VU		VUorNT

										カワヒガイ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○				－		○						NT

										ゼゼラ		純淡		遊泳 ユウエイ		○						－		○						VU

										イトモロコ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○						NT

								ドジョウ科		アジメドジョウ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○				VU

								アカザ科		アカザ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○				VU

										アユ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○										◎		◎		放流 ホウリュウ

						サケ目		サケ科		サツキマス（アマゴ）		陸封 リクフウ		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○						NT				○		○		放流 ホウリュウ

						スズキ目		カジカ科		カマキリ		回遊		底生 テイセイ		○		○		○		－		○						VU

										カジカ		純淡		底生 テイセイ						○		－		○						NT						Δ

										カワヨシノボリ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○										Δ

				底生動物 テイセイ ドウブツ		カメムシ目		コオイムシ科		コオイムシ		水生 スイセイ		止水 シスイ						－		○		○						NT



				【生態区分等】　純淡：純淡水魚、回遊：回遊魚、陸封：サツキマスは回遊魚であるが確認された個体は陸封型のアマゴ、水生：水生生物 セイタイ クブン トウ カイユウ カイユウギョ スイセイ スイセイ セイブツ



				【生息環境等】　草地：草地性、砂地：砂地依存、水面：水面利用型、農地：農耕地依存、林縁：林縁性、底生：底生性、止水：止水依存 セイソク カンキョウ トウ



				【確認時期】　○：確認、－：調査が行われていない カクニン ジキ



				【確認場所】　範囲内：計画遊水池内、直近域：計画遊水池の直近地域 カクニン バショ チョッキン チョッキン チイキ



				【重要種の選定根拠】

				　文化財保護法：「文化財保護法」(法律第 214 号、1950)

				　　特天：特別天然記念物、天然：天然記念物 トク テン トクベツ テンネン キネンブツ テンネン テンネン キネンブツ

				　環境省R L：「環境省レッドリスト 2019」（環境省自然環境局野生生物課、2019）

				　　EN：絶滅危惧 IA 類、CR:絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

				　岐阜県RDB：「岐阜県レッドデータブック（動物編）改訂版−岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物（動物編）改訂版−」(岐阜県、2010)

				　　CR+EN：絶滅危惧 I 類、VU：絶滅危惧 II 類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足



				　礫河原性種：礫河原に依存したり固有に分布したりする種。固有：礫河原に固有に生育する種。礫河原の減少とともに激減している(倉本,2019) レキガワラ イゾン コユウ ブンプ シュ

				　地域有用種：川魚料理等の対象魚として地域で馴染みがあるなど、地域の食文化を彩る有用な魚種等 チイキ ユウヨウ シュ トウ ギョ チイキ ナジ チイキ ショクブンカ イロド ユウヨウ ギョシュ トウ

				　　◎：代表的な地域有用種、○：地域有用種に当てはまる種、Δ：県内他地域では当てはまる種や、かつてはそうであった種など ダイヒョウテキ チイキ ユウヨウ シュ チイキ ユウヨウ シュ ア シュ ケンナイ タチイキ ア シュ

				　フラッグシップ種：地域での関心が高く、多くの住民や主体からその種の保全活動等に参画･協力が得られやすいと考えられる種 シュ ジュウミン シュタイ シュ カツドウ トウ エ カンガ シュ

				　　◎：代表的なフラッグシップ種、○：フラッグシップ種に当てはまる種、Δ：フラッグシップ種としての要素を有する種など ダイヒョウテキ シュ シュ ア シュ シュ ヨウソ ユウ



				【備 考】　放流：長良川中央漁協による放流魚(R3計画アユ10,286kg,ウナギ140kg,アマゴ稚魚93kg,アマゴ成魚820kgなど) ビ コウ ホウリュウ ナガラガワ チュウオウ ギョキョウ ホウリュウ サカナ ケイカク チギョ セイギョ

				　　　　　　





Sheet2 (4)

				横越地区とその周辺で確認された重要種一覧 ヨコゴシ チク シュウヘン カクニン ジュウヨウ シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		生態区分等 セイタイ クブン トウ		生息環境等		確認
時期 カクニン ジキ								確認
場所 カクニン バショ				重要種の
選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ

																春季 シュンキ		夏季 カキ		秋季 シュウキ		冬季 トウキ		範囲内 ハンイナイ		周辺域 シュウヘン イキ		文化財 保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB		礫河原固有種 レキ カワラ コユウシュ

				植物 ショクブツ						カワラハハコ		草本 ソウホン		河原 カワラ												○								18

										カワラヨモギ		草本 ソウホン		河原 カワラ												○								2

				陸上昆虫		ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		ヤマトアシナガバチ		飛翔 ヒショウ		草地 ソウチ				○		○				○						DD

								クモバチ科		アオスジクモバチ		飛翔 ヒショウ		砂地 スナチ				○		○				○		○				DD

								ドロバチモドキ科		ヤマトスナハキバチ本土亜種		飛翔 ヒショウ		砂地 スナチ				○						○		○				DD

				鳥類 チョウルイ		カイツブリ目		カイツブリ科		カイツブリ		留鳥		水面 スイメン						－		○				○						NT

						チドリ目		チドリ科		ケリ		留鳥		農地 ノウチ						－		○		○						DD

						タカ目		タカ科		オオタカ		留鳥		樹林 ジュリン				○		－				○		○				NT		NT

										サシバ		夏鳥		樹林 ジュリン				○		－						○				VU		NT

				魚類 ギョルイ		ヤツメウナギ目		ヤツメウナギ科		スナヤツメ類		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○				VU		VUorNT

						コイ目		コイ科		アブラボテ		純淡		遊泳 ユウエイ		○						－				○				NT		NT

										カワヒガイ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○				－		○						NT

										ゼゼラ		純淡		遊泳 ユウエイ		○						－		○						VU

										イトモロコ		純淡		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○						NT

								ドジョウ科		アジメドジョウ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○				VU

						ナマズ目		ギギ科 カ		ネコギギ		純淡		底生 テイセイ				○				－				○		天然		EN		CR+EN

								アカザ科		アカザ		純淡		底生 テイセイ		○		○		○		－		○		○				VU

						サケ目		サケ科		サツキマス（アマゴ）		陸封 リクフウ		遊泳 ユウエイ		○		○		○		－		○		○						NT

						スズキ目		カジカ科		カマキリ		回遊		底生 テイセイ		○		○		○		－		○						VU

				底生動物 テイセイ ドウブツ		カメムシ目		コオイムシ科		コオイムシ		水生 スイセイ		止水 シスイ						－		○		○		○				NT

				両生類 リョウセイルイ		有尾目		オオサンショウウオ科		オオサンショウウオ		水生 スイセイ		底生 テイセイ				○				－				○		特天 トク テン		VU		VU



				【生態区分等】 セイタイ クブン トウ

				飛翔：飛翔性昆虫、純淡：純淡水魚、陸封：サツキマスは回遊魚であるが、確認された個体は陸封型 ヒショウ ヒショウ セイ コンチュウ ジュン タン ジュン タンスイギョ リクフウ カイユウギョ カクニン コタイ リクフウ ガタ



				【生息環境等】 セイソク カンキョウ トウ

				草地：草地性、砂地：砂地に依存、水面：水面利用型、農地：農耕地に依存する、林縁：林縁性、里山：里山の谷津田等に依存、底生：底生魚･底生性動物、止水：水草が多い止水環境に依存 ソウチ ソウチ セイ スナチ スナチ イゾン スイメン スイメン リヨウ ガタ ノウチ ノウコウチ イゾン リン エン リン エン セイ サトヤマ サトヤマ ヤツ タ トウ イゾン テイセイ テイセイ ギョ テイセイ セイ ドウブツ シスイ ミズクサ オオ シスイ カンキョウ イゾン



				【確認時期】 カクニン ジキ

				○：確認、－：調査が行われていない カクニン イケウチ チョウサ オコナ



				【確認場所】 カクニン バショ

				範囲内：計画遊水池内、周辺域：計画遊水池の周辺域 ハンイナイ ケイカク ユウスイチ ナイ シュウヘン イキ ケイカク ユウスイチ シュウヘン イキ



				【重要種の選定根拠】

				文化財保護法：「文化財保護法」(法律第 214 号、1950)

				　特天：特別天然記念物、天然：天然記念物 トク テン トクベツ テンネン キネンブツ テンネン テンネン キネンブツ

				環境省R L：「環境省レッドリスト 2019」（環境省自然環境局野生生物課、2019）

				　EN：絶滅危惧 IA 類、CR:絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

				岐阜県RDB：「岐阜県レッドデータブック（動物編）改訂版−岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物（動物編）改訂版−」(岐阜県、2010)

				　CR+EN：絶滅危惧 I 類、VU：絶滅危惧 II 類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

				礫河原固有種：礫河原に固有に分布する種であり、礫河原の減少とともに激減している(倉本,2019)。 レキ カワラ コユウシュ レキガワラ コユウ ブンプ シュ クラモト

				　数字：レッドリストへの指定都道府県数を表す スウジ シテイ トドウフケン スウ アラワ





Sheet2 (3)

				横越地区とその周辺で確認された重要種一覧 ヨコゴシ チク シュウヘン カクニン ジュウヨウ シュ イチラン

				分類群 ブンルイグン		目　名 モク メイ		科　名 カ ナ		種　名 シュ ナ		生態等 セイタイ トウ		確認場所 カクニン バショ				重要種の選定根拠 ジュウヨウ シュ センテイ コンキョ

														範囲内 ハンイナイ		範囲外 ハンイガイ		文化財 保護法		環境省
RL		岐阜県
RDB

				陸上昆虫		ハチ目（膜翅目）		スズメバチ科		ヤマトアシナガバチ		飛翔性 ヒショウ セイ		○						DD

								クモバチ科		アオスジクモバチ		飛翔性 ヒショウ セイ		○		○				DD

								ドロバチモドキ科		ヤマトスナハキバチ本土亜種		飛翔性 ヒショウ セイ		○		○				DD

				鳥類 チョウルイ		カイツブリ目		カイツブリ科		カイツブリ		留鳥				○						NT

						チドリ目		チドリ科		ケリ		留鳥		○						DD

						タカ目		タカ科		オオタカ		留鳥		○		○				NT		NT

										サシバ		夏鳥				○				VU		NT

				魚類 ギョルイ		ヤツメウナギ目		ヤツメウナギ科		スナヤツメ類		純淡水魚		○		○				VU		VUorNT

						コイ目		コイ科		アブラボテ		純淡水魚				○				NT		NT

										カワヒガイ		純淡水魚		○						NT

										ゼゼラ		純淡水魚		○						VU

										イトモロコ		純淡水魚		○		○						NT

								ドジョウ科		アジメドジョウ		純淡水魚		○		○				VU

						ナマズ目		ギギ科 カ		ネコギギ		純淡水魚				○		天然		EN		CR+EN

								アカザ科		アカザ		純淡水魚		○		○				VU

						サケ目		サケ科		サツキマス（アマゴ）		純淡水魚		○		○						NT

						スズキ目		カジカ科		カマキリ		回遊魚		○						VU

				底生動物 テイセイ ドウブツ		カメムシ目		コオイムシ科		コオイムシ		水生 スイセイ		○		○				NT

				両生類 リョウセイルイ		有尾目		オオサンショウウオ科		オオサンショウウオ		水生 スイセイ				○		特天 トク テン		VU		VU



				【重要種の選定根拠】

				文化財保護法：「文化財保護法」(法律第 214 号、1950)

				　特天：特別天然記念物、天然：天然記念物 トク テン トクベツ テンネン キネンブツ テンネン テンネン キネンブツ

				環境省R L：「環境省レッドリスト 2019」（環境省自然環境局野生生物課、2019）

				　EN：絶滅危惧 IA 類、CR:絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

				岐阜県RDB：「岐阜県レッドデータブック（動物編）改訂版−岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物（動物編）改訂版−」(岐阜県、2010)

				　CR+EN：絶滅危惧 I 類、VU：絶滅危惧 II 類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足













横越

		表 4.5-6  横越地区における重要種の確認状況

		No.		目名														科名										種名																						計画
遊水地内														計画
遊水地外												重要な種の選定根拠

																																																																												文化財
保護法								種の
保存法						環境省
RL						岐阜県
条例								岐阜県
RDB						関市

																																																		春季				夏季						秋季				春季		夏季						秋季

		1		ハチ目（膜翅目）														スズメバチ科										ヤマトアシナガバチ																										7						19																														DD

		2																クモバチ科										アオスジクモバチ																										1						1						1																								DD

		3																ドロバチモドキ科										ヤマトスナハキバチ本土亜種																																						1																								DD

		計		1目														3科										3種																						0種				2種						2種				0種		2種						0種				0種								0種						3種						0種								0種						0種

		No.				目名										科名						種名								渡り 区分				H28																										R1														重要種

																																		春季										夏季						冬季										春季				夏季						冬季				文化財 保護法								種の 保存法						環境省
RL								岐阜県
RDB								岐阜県 条例						関市

																																		遊水
地内						本川				調査
無し						遊水
地内		本川								調査
無し				遊水
地内		本川				調査
無し

		1				カイツブリ目										カイツブリ科						カイツブリ								留鳥														-								1								-										-																										NT														◎

		2				チドリ目										チドリ科						ケリ								留鳥																				1																																						DD

		3				タカ目										タカ科						オオタカ								留鳥																																		2		1																						NT								NT														◎

		4																				サシバ								夏鳥																																				2																						VU								NT														◎

		合計				3目										3科						4種								-				0種						0種				-						1種		1種								-				1種		2種				-				0種								0種						3種								3種								0種						3種

																																		0種																2種														2種

		No.		目名										科名								種名												生活型								H28												R1																										重要種

																																										春季		夏季    秋季										春季										夏季						秋季										文化財 保護法				種の 保存法								環境省
RL						岐阜県
RDB						岐阜県 条例						関市

																																										遊水 地内		遊水 地内						遊水 地内				遊水 地内						本川				遊水 地内		本川				遊水 地内				本川

		1		ヤツメウナギ目										ヤツメウナギ科								スナヤツメ類												純淡水魚																										2				2						4				1																		VU						VU or NT												◎※1

		2		コイ目										コイ科								アブラボテ												純淡水魚																										2																																NT						NT												◎

		3																				カワヒガイ												純淡水魚										5										2																																						NT

		4																				ゼゼラ												純淡水魚																				3																																						VU

		5																				イトモロコ												純淡水魚								3		16						8				83						35				62		24				29																												NT												◎

		6												ドジョウ科								アジメドジョウ												純淡水魚										1						7				3						5				7		6				2				7																		VU																		◎

		7		ナマズ目										アカザ科								アカザ												純淡水魚																1														1		7				10				3																		VU																		◎

		8		サケ目										サケ科								サツキマス（アマゴ）												純淡水魚								1																												1				1																								NT

		9		スズキ目										カジカ科								カマキリ												回遊魚																														1																												VU																		◎

		合計		5目										6科								9種												-								2種		3種						3種				4種						4種				5種		3種				6種				4種						0種				0種								7種						4種						0種						6種

																																										5種												6種										5種						5種

		No.				目名												科名								和名								H28																R1																								重要種の選定根拠

																																		春季						夏季				冬季						春季						夏季										冬季								文化財 保護法								種の 保存法						環境省
RL								岐阜県
RDB						岐阜県 条例						関市

																																		遊水
地内						遊水
地内				遊水
地内						調査
無し						遊水
地内						本川				遊水
地内				本川

		1				カメムシ目（半翅目）												コオイムシ科								コオイムシ																		1																																												NT

		合計				1目												1科								1種								0種						0種										0種						0種						0種				0種				0種				0種								0種						1種								0種						0種						0種

		※種名・配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト令和元年版（リバーフロント研究所）」に準拠した。

		【重要種の選定根拠】

		文 化財保 護 法：「文化財保護法」(法律第 214 号、1950)

		種 の 保 存 法：「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（法律第 75 号、1992）

		国内：国内希少野生動植物種、特定：特定国内希少野生動植物種

		環  境  省    R L：「環境省レッドリスト 2019」（環境省自然環境局野生生物課、2019）

		EN：絶滅危惧 IA 類、CR:絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

		岐 阜 県   RD B：「岐阜県レッドデータブック（動物編）改訂版−岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物（動物編）改訂版−」

		（岐阜県、2010）

		CR+EN：絶滅危惧 I 類、VU：絶滅危惧 II 類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

		岐 阜 県 条 例：「岐阜県希少野生生物保護条例」（条例第 22 号、2003）

		◇：条例指定種

		関                  市：関市に生育している可能性のある希少野生生物種

		◎：指定種

		項目 								重要 種																				確認 年度 										生息 環境 																														事業 影響 と 配慮 事項 

		陸上 
昆虫 
類等 								ヤマト 
アシナガバチ 																				H28										草地や林 に生 息し、小枝 
に巣を造 る。 通常のアシ 
ナガバチ と生 態は似てい 
る。 																														主に林や草地でみられる種であるこ 
とに加え、移動性が高い種であること 
から、工事 中の影響は小さい と考えら 
れる。 
遊水地整備後 は、遊水地内 の環境 は消 
失する が、周辺に 類似の環境が多数 存
在す ることから影響は小さいと考え 
られる。 

										アオスジ 
クモバチ 																				H28										徘徊性の クモ を狩るハチ 
で砂地に 生息 する。エサ 
となるク モや クモのエサ 
となる小 昆虫 類が生息で 
きる砂地の存在が重要。 																														砂地に生息する種であり、移動性が高 
い種であることから、工事 中の影響は 
小さい と考えられる。 
遊水地整備後 は、遊水地内 の環境 は消 
失する が、周辺に 類似の環境が多数 存
在す ることから影響は小さいと考え 
られる。 

										ヤマトスナハキ 
バチ本土亜種 																				H28										砂地に営 巣し 、ヨコバイ 
な どを 食 べる 。洪水の影 
響を受け るよ うな環境で 
も営巣する。 

		鳥類 								カイツブリ 																				H28										留鳥で平 地か ら山地の池 
沼、池、 河川 、河口、内 
湾などに 生息 する。繁殖 
期にはつ がい で生活し、 
水草や杭 、水 面に垂れ下 
がった木 の枝 の上などに 
水に浮い てい るような見 
た目の巣 を作 る 。 魚類や 
昆虫類を主に採食する。 																														主に水上に営巣する種であるが、移動 
性が高い種であることから、工事 中の 
影響は小さい と考えられる。 
遊水地整備後 は、本川の河川環境が維 
持される ことから影響は小さいと考 
えられる。 

										ケリ 																				H28										留鳥で、 東海 地方から兵 
庫県にか けて の太平洋側 
に多い。 
水田や畑 に巣 を造り、昆 
虫類を主に食べる。 																														主に 水田環境に生息 する種であるが、 
移動性が高い種であることから、工事 
中の影響は小さい と考えられる。 
遊水地整備後 は、本川の河川環境が維 
持される こと 、河川が本来の生息環境 
ではないこと から影響は小さいと考 
えられる。 

										オオタカ 																				R1										留鳥で 、平地や産地の林、 
河川、農 耕地 、湖沼に生 
息する。 主に 鳥類を採食 
するが、 小型 の哺乳類も 
採食する場合がある。 																														計画遊水地内を採餌場として利用し 
ており、周辺に営巣している可能性が 
ある。 
工事 中は、騒音や振動が繁殖行動へ影 
響を及ぼす恐れがある ため、繁殖期で 
ある 4~7 月に工事する際には 、騒音等 
への配慮が必要になると考えられる。 
遊水地整備後 は、遊水地内 の環境 は消 
失する が、周辺に 類似の環境が多数 存
在す ることから影響は小さいと考え 
られる。 

										サシバ 																				R1										留鳥で、 海岸 や河口、湖 
沼 、池 、河川に生息する。 
魚類食で 、海 岸の岩棚、 
切り立っ た岩 の上、河川 
の崖や山 林の 大木の枝上 
で営巣する。 																														現地における確認状況から、遊水地周 
辺に営巣地等が存在する可能性が低 
いことから工事中の影響は小さいと 
考えられる。 
遊水地整備後 は、遊水地内 の環境 は消 
失する が、周辺に 類似の環境が多数 存
在す ることから影響は小さいと考え 
られる。 

		項目 								重要 種																				確認 年度 										生息 環境 																																						事業 影響 と 配慮 事項 

		魚類 								スナヤツメ類 																				R1										砂泥底 、礫底を有する河川中流、 
細流、半 自然 水路の冷 水が 保た 
れる水域に生息する。 																																						工事中は 、造 成工事伴 う濁 水の 
影響を受ける恐れがある。 
遊 水地整 備後 は、遊水 地内 の環 
境は消失 する が、本川 に類 似の 
環境が多 数存 在するこ とか ら影 
響は小さいと考えられる。 

										ゼゼラ 																				R1										主に流れ のほ とんどな い淀 みの 
砂泥底に生息する。 

										イトモロコ 																				H28 、
R1										川の中・ 下流 域や、灌 漑用 水路 
の流れの 緩や かな砂底 ・砂 礫底 
に多い。 砂ま たは砂泥 底で 産卵 
する。 

										サツキマス 
（アマゴ） 																				H28 、
R1										Aa 型から  Aa-Bb 移行型上部、 
年間を 通じて水温 が   20 ℃以下 
の冷水域 で、 比較的開 けた 場所 
に生息する。 

										アブラボテ 																				R1										平野部の 細流 や、灌漑 用水 路等 
の岸部を好む 。二枚貝 (イシガイ 
等 )に産卵する 。ヤリタナゴと同 
所的に見 られ ることが 多い が、 
ヤリタナ ゴよ りも流れ の緩 やか 
な水域を好む。 																																						工事中は 、造 成工事伴 う濁 水の 
影響を受ける恐れがある。 
遊水地整 備後 は、遊水 地内 の環 
境は消失 する が、本川 に類 似の 
環境が多 数存 在するこ とか ら影 
響は小さ いと 考えられ る が 、産 
卵基質と なる イシガイ 科の 二枚 
貝類の生 息に 留意する 必要 があ 
る 。

										カワヒガイ 																				H28 、
R1										河川の中 流域 から下流 域に かけ 
て、また これ に繋がる 用水 路な 
どのわず かに 流れのあ る砂 礫底 
に 生息 する。 二 枚貝 ( イシ ガイ 
等 )に産卵する。 

										アジメドジョウ 																				H28 、
R1										河川の上 流域 から下流 域の 水の 
澄んだ、 早瀬 から平瀬 にか けて 
生息し、 浮き 石が多く 空隙 があ 
る礫底を 好む 。伏流水 の湧 き出 
る河床に潜って越冬する。 																																						工事中は 、造 成工事伴 う濁 水の 
影響を受ける恐れがある。 
遊 水地整 備後 は、遊水 地内 の環 
境は消失 する が、本川 に類 似の 
環境が多 数存 在するこ とか ら影 
響は小さ いと 考えられ る。 ただ 
し、間隙 の多 い礫河床 を選 好す 
ることか ら、 土砂の堆 積に よる 
河床環境 の変 化に留意 する 必要 
がる。 

										アカザ 																				H28 、
R1										河川の中 ・上 流域で比 較的 水の 
きれいな 、礫 のある流 水域 に生 
息する。石の下に産卵する。 
水底を這 うよ うに遊泳 し、 水生 
昆虫を捕食する。 

										カマキリ 																				R1										降河回遊 魚で 、海で生 まれ 川で 
成長する 。河 川中流域 の砂 礫底 
質に生息する。 

		底生 
動物 								コオイムシ 																				H28、
R1										池や沼、 水田 に生息す る。 雌が 雄の背中に卵を産み付ける。 
水質の汚 濁に 留意。幼 虫の 生息 場として 、流 れがない 水生 植物 が繁茂し た空 間が必要 。直 壁は 登れない。 																																						主に 水田 環境 に生息 す る種 であ 
るが、 移 動性 が高い種 であ るこ 
とから、 工事 中の影響 は小 さい 
と考えられる。 
遊水地整 備後 は、本川 の河 川環 
境が維持 され る こと 、 河川 が本 
来の生息 環境 ではない こと から 
影響は小さいと考えられる。 

		参考文献： 日 本の絶滅の お そ れのある 野 生生物    RDB2014，環境 省， 2014

		岐阜県の絶 滅 のおそれの あ る野生生物 （ 植物編）改 訂 版 -岐阜 県レッ ドデータブ ッ ク（植物編 ） 改訂版， 

		岐阜県， 2014

		川の生物図 典 、財団法人 リ バーフロン ト 整備センタ ー ， 1996

		山渓カラー 名 鑑日本の淡 水 魚， 1989





池尻

		植物（H28 年度）

		表 4.5-1（1）   池尻地区における重要種の確認状況

		No.						科名 										種名 										春季 														秋季 																重要種の選定根拠 

																												遊水 
地内 						遊水 
地外 								遊水 
地内 								遊水 
地外 								文化財 
保護法 								種の 
保存法 										環境省 
RL										岐阜県
RDB												岐阜県
条例										関市 

		1						ミソハギ科										ミズマツバ																								○								○																										VU

		計						1科										1種										0種						0種								1種								1種								0種								0種										1種										0種												0種										0種

		陸上昆虫類等（H28 年度）

		両生類・爬虫類・哺乳類（H28 年度）

		鳥類（R1 年度）

		魚類（H28 年度、R1 年度）

		No.				目名												科名								種名																春季										夏季												秋季								重要種の選定根拠

																																										遊水
地内						遊水
地外				遊水
地内						遊水
地外						遊水
地内		遊水
地外						文化財
保護法								種の
保存法						環境省
RL								岐阜県
RDB								岐阜県
条例						関市

		1				ハチ目（膜翅目）												スズメバチ科								ヤマトアシナガバチ																○										○																																		DD

		計				1目												1科								1種																1種						0種				1種						0種						0種		0種						0種								0種						1種								0種								0種						0種

		No.		目名						科名										種名																H28																																重要種の選定根拠

																																				春季										夏季														秋季

																																				遊水
地内						遊水
地外				遊水
地内						遊水
地外								遊水
地内				遊水
地外				文化財
保護法								種の
保存法								環境省
RL								岐阜県
RDB								岐阜県
条例								関市

		1		無尾目						アカガエル科										トノサマガエル																○						○				○						○																																NT

		2								アオガエル科										シュレーゲルアオガエル																○																																																																								◎

		合計		1目						2科										2種																2種						1種				1種						1種								0種				0種				0種								0種								1種								0種								0種								1種

																																				2種										1種														0種

		No.		目名								科名						種名						渡り区分								H28												R1																																重要種

																																春季		夏季						秋季				春季												夏季										冬季										文化財 保護法								種の 保存法						環境省
RL						岐阜県
RDB								岐阜県 条例						関市

																																調査
無し		調査
無し						調査
無し				遊水
地内						本川						遊水
地内						本川				遊水
地内				本川

		1		ツル目								クイナ科						ヒクイナ						留鳥								-		-						-				○												○																																		NT						VU

		2		ペリカン目								サギ科						チュウサギ						留鳥																																○																																		NT

		3		チドリ目								チドリ科						ケリ						留鳥																				○												○										○																								DD

		4		タカ目								ミサゴ科						ミサゴ						留鳥																				○																																														NT

		5										タカ科						ハチクマ						夏鳥																																○						○																												NT						NT

		6																ハヤブサ						留鳥																																														○														国内						VU						NT														◎

		合計		4目								5科						6種						-								-		-						-				3種						0種						4種						1種				1種				1種						0種								1種						6種						3種								0種						1種

																																												3種												4種										2種

		No.		目名						科名								種名								生活型						H28																														R1																										重要種

																																春季								夏季										秋季												春季						夏季										秋季										文化財 保護法				種の 保存法						環境省
RL				岐阜県
RDB						岐阜県 条例				関市

																																遊水
地内
1-10		遊水
地内
AB				遊水 地外		遊水
地内
1-10				遊水
地内
AB		遊水 地外				遊水
地内
1-10		遊水
地内
AB				遊水 地外						遊水
地内
1-10		遊水
地内
AB		本川		遊水
地内
1-10				遊水
地内
AB		本川				遊水
地内
1-10				遊水
地内
AB		本川

		1		ヤツメウナギ目						ヤツメウナギ科								スナヤツメ類								純淡水魚																																																5										3														VU				VU or NT										◎※1

		2		コイ目						コイ科								ヤリタナゴ								純淡水魚																										4												6		1						10		9				4				3		4														NT				NT										◎

		3																アブラボテ								純淡水魚								16										20								27												57		7		2				53		2				277				38		1														NT				NT										◎

		4																ヌマムツ								純淡水魚																		2								2												13								25										14																				NT										◎

		5																ウシモツゴ								純淡水魚																																																				1																				CR				CR+EN						◇				◎

		6																カワヒガイ								純淡水魚																		1																				1		1																		1														NT

		7																ゼゼラ								純淡水魚																																																										8														VU

		8																イトモロコ								純淡水魚																								2												2				68								17				3						15																		NT										◎

		9								ドジョウ科								ドジョウ								純淡水魚								1																4		7				32						1		2														1																				NT

		10																トウカイコガタスジシマドジョウ								純淡水魚																																								7																																EN														◎

		11																アジメドジョウ								純淡水魚																																								17								4										2														VU														◎

		12		ナマズ目						ギギ科								ネコギギ								純淡水魚																																								1																						天然										EN				CR+EN										◎

		13								アカザ科								アカザ								純淡水魚																																								3								4										37														VU														◎

		14		スズキ目						カジカ科								カマキリ								回遊魚																																								1																																VU				VU										◎

		合計		4目						6科								14種								-						0種		2種				0種		0種				3種		0種				2種		4種				1種						2種		5種		9種		1種				3種		6種				5種				3種		8種				1種				0種						12種				8種						1種				11種

																																2種						0種		3種						0種				5種						1種						6種				9種		4種						6種				6種						8種

		表 4.5-1（2）   池尻地区における重要種の確認状況

		底生動物（H28 年度、R1 年度）

		※種名・配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト令和元年版（リバーフロント研究所）」に準拠した。

		【重要種の選定根拠】

		文 化財保 護 法：「文化財保護法」(法律第 214 号、1950)

		種 の 保 存 法：「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（法律第 75 号、1992）

		国内：国内希少野生動植物種、特定：特定国内希少野生動植物種

		環  境  省    R L：「環境省レッドリスト 2019」（環境省自然環境局野生生物課、2019）

		EN：絶滅危惧 IA 類、CR:絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

		岐 阜 県   RD B：「岐阜県レッドデータブック（動物編）改訂版−岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物（動物編）改訂版−」

		（岐阜県 2014）

		CR+EN：絶滅危惧 I 類、VU：絶滅危惧 II 類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

		岐 阜 県 条 例：「岐阜県希少野生生物保護条例」（条例第 22 号、2003）

		◇：条例指定種

		関                  市：関市に生育している可能性のある希少野生生物種

		◎：指定種

		No.		目名										科名								種名												H28																												R1																						重要種

																																		春季												夏季										冬季						春季		夏季								冬季												文化財 保護法				種の 保存法						環境省
RL						岐阜県
RDB						岐阜県 条例				関市

																																		遊水
地内
1-10						遊水
地内
AB		遊水 地外				遊水
地内
1-10				遊水
地内
AB		遊水 地外				調査 無し						調査 無し		遊水
地内
1-10		遊水
地内
AB		本川				遊水
地内
1-10				遊水
地内
AB				本川

		1		新生腹足目										タニシ科								マルタニシ																																										1																														VU						NT										◎

		2		汎有肺目										モノアラガイ科								コシダカヒメモノアラガイ※1												1																																																												DD

		3		柄眼目										オカモノアラガイ科								ナガオカモノアラガイ																				1																																																				NT

		4		イシガイ目										イシガイ科								トンガリササノハガイ																		1																																																						NT						VU										◎

		5																				マツカサガイ																																												1										1																		NT						VU										◎

		6		トンボ目（蜻蛉目）										サナエトンボ科								キイロサナエ																		8																																																						NT

		7		カメムシ目（半翅目）										コオイムシ科								コオイムシ												1												6				1		1												1								1																						NT

		8																				タガメ																																										2																								国内						VU						VU										◎

		9		コウチュウ目（鞘翅目）										ガムシ科								コガムシ												2																																																												DD

		合計		7目										7科								9種												3種						2種		1種				1種				1種		1種				-						-		3種		1種		0種				3種				1種				0種				0種				1種						9種						4種						0種				4種

																																		6種												1種																		4種								4種

		表 4.5-2  確認された重要種と遊水地造成による影響（池尻地区・陸域）

		項目								重要種																確認 年度								生息環境																																				事業影響と配慮事項

		植物								ミズマツバ																H28								水田や湿地に生える一年草水田
や休耕田にやや稀に生える小型
の 1 年草。水田雑草であり除草
剤の使用や圃場整備によって激
減しており、環境良好な水田でし
か見られない。																																				水田雑草群落の中にみられる種であり、
工事中に遊水地内の通水が途切れた場合
は、一時的に生育が確認されなくなる可
能性がある。
遊水地整備後は、水田環境が維持される
ため、影響は小さいと考えられる。

		陸  上
昆虫								ヤマトア シナ 
ガバチ																H28								草地や林に生息し、小枝に巣を造
る。通常のアシナガバチと生態は
似ている。																																				主に林や草地でみられる種であることに
加え、移動性が高い種であることから、
工事中の影響は小さいと考えられる。
遊水地整備後は、遊水地内の環境が維持
されるため、影響は小さいと考えられる。

		両  生
類								トノサマ ガエ 
ル																H28								平地から山際にかけての水田や
池に生息する。肉食で、昆虫やク
モ，ミミズ等．カエルをよく捕食
し、小型のヘビを捕食することも
ある。																																				水田環境に生息する種であり、工事中に
遊水地内の通水が途切れた場合は、一時
的に生息が確認されなくなる可能性があ
る。ただし、周辺にも類似の環境は多数
存在することから、これらの種への影響
は軽微であると考えられる。
遊水地整備後は、遊水地内の環境が維持
されるため、影響は小さいと考えられる。

										シュレー ゲル 
アオガエル																H28								平地から山際にかけての水田や
池に生息する。

		鳥類								チュウサギ																R1								夏鳥で、草地や水田、湿地、湖沼、
池に生息し、まれに河川や干潟に
も進入する。両生類や昆虫、魚類
を主に採食する。																																				いずれの種も水田環境を生息場として選
好する種であるため、工事中に遊水地内
の通水が途切れた場合は、一時的に生息
が確認されなくなる可能性がある。
ただし、移動性に富んだ分類群であり、
周辺にも類似の環境は多数存在すること
から、これらの種への影響は軽微である
と考えられる。
遊水地整備後は、遊水地内の環境が維持
されるため、影響は小さいと考えられる。

										ケリ																R1								留鳥で、東海地方から兵庫県にか
けての太平洋側に多い。水田や畑
に巣を造り、昆虫類を主に食べ
る。横越地区では河川内では少な
いが、堤内地の水田域では多く確
認されている。

										ヒクイナ																R1								留鳥で、平地方山地の湖沼、池、
湿地、河川、水田等に生息する。
物音に敏感で、草陰等にすぐに隠
れる。魚類、昆虫類、甲殻類のほ
かにイネ科やタデ科等の種子も
採食する。

										ミサゴ																R1								留鳥で、海岸や河口、湖沼、池、
河川に生息する。魚類食で、海岸
の岩棚、切り立った岩の上、河川
の崖や山林の大木の枝上で営巣
する。																																				現地における確認状況から、遊水地周辺
に営巣地等が存在する可能性が低いこと
から工事中の影響は小さいと考えられ 
る。
遊水地整備後は、遊水地内の環境が維持
されるため、影響は小さいと考えられる。

										ハチクマ																R1								夏鳥で、平地から低山の林等に生
息する。昆虫類や爬虫類、両生類
を採食する。

										ハヤブサ																R1								留鳥で、平地から産地の河川、海
岸、湖沼、農耕地などに生息する。
主に鳥類を採食する。

		表 4.5-3  確認された重要種と遊水地造成による影響（池尻地区・水域）

		項目								重要種																確認
年度								生息環境																																				事業影響と配慮事項

		魚類								ヤリタナゴ																H28、
R1								平野部の細流や、農業用水路等
の緩い 流れの ある場 所に生 息
し、二枚貝(イシガイ等)に産卵す
る。																																				工事中は、工事により通水が途切れた場
合は、一時的に生息が確認されなくなる
可能性がある。ただし、周辺にも類似の
環境は多数存在することから、これらの
種への影響は軽微であると考えられる。
遊水地整備後は、遊水地内の環境が維持
されるため、影響は小さいと考えられる
が、産卵基質となるイシガイ科の二枚貝
類の生息に留意する必要がある。

										アブラボテ																H28、
R1								アブラボテと同所的に見られる
ことが多いが、アブラボテより
も流れのある水域を好む。

										カワヒガイ																H28、
R1								平野部の細流や、灌漑用水路等
の岸部を好む。二枚貝(イシガイ
等)に産卵する。ヤリタナゴと同
所的に見られることが多いが、
ヤリタナゴよりも流れの緩やか
な水域を好む。

										イトモロコ																H28、
R1								川の中下流域や、灌漑用水路等
の流れの緩やかな砂底・砂礫底
に多い。砂または砂泥底で産卵
する。																																				工事中は、工事により通水が途切れた場
合は、一時的に生息が確認されなくなる
可能性がある。ただし、周辺にも類似の
環境は多数存在することから、これらの
種への影響は軽微であると考えられる。
遊水地整備後は、遊水地内の環境が維持
されるため、影響は小さいと考えられる。

										ヌマムツ																H28、
R1								河川の中流域から下流域にかけ
て、またこれに繋がる用水路な
どの流れの緩やかな環境に生育
する。砂礫底に産卵する。

										ドジョウ																H28、
R1								河川の中流域から下流域にかけ
て、またこれに繋がる用水路、
水田、湿地などに生息する。
初夏に水田など浅い湿地に侵入
して産卵する。

										ウシモツゴ																R1								元々は木曽三川中・下流域の農
業水路等に生息していたが、現
在は中山間地域のため池にのみ
生息している。																																				現在は限られたため池にしか生息してい
ないことが知られているため、確認地点
は本来の生息域ではないと考えられ、影
響は小さいと考えられる。
ただし、遊水池周辺の地域には生息して
いる可能性があるため、周辺も含めたモ
ニタリング調査を行うことが望ましいと
考えられる。

		表 4.5-4  確認された重要種と遊水地造成による影響（池尻地区・本川）

		項目								重要種																確認 年度								生息環境																																				事業影響と配慮事項

		魚類
(本川)								スナヤツメ類																R1								砂泥底、礫底を有する河川中流、
細流、半自然水路の冷水が保たれ
る水域に生息する。																																				工事中は、造成工事伴う濁水の影響を受
ける恐れがある。
遊水地整備後は、河川環境が維持される
ため、影響は小さいと考えられる。

										ゼゼラ																R1								主に流れのほとんどない淀みの
砂泥底に生息する。

										イトモロコ																H28 、
R1								川の中下流域や、灌漑用水路等の流
れの緩やかな砂底・砂礫底に多い。
砂または砂泥底で産卵する。

										ドジョウ																H28 、
R1								河川の中流域から下流域にかけて、
またこれに繋がる用水路、水田、湿
地などに生息する。
初夏に水田など浅い湿地に侵入して
産卵する。

										トウカイ コガ 
タスジシ マド 
ジョウ																R1								平野部の河川支流や農業用水路
の流れの緩やかな砂泥底に生息
する。

										アジメド ジョ 
ウ																R1								河川の上流域から下流域の水の
澄んだ、早瀬から平瀬にかけて生
息し、浮き石が多く空隙がある礫
底を好む。伏流水の湧き出る河床
に潜って越冬する。																																				工事中は、造成工事伴う濁水の影響を受
ける恐れがある。
遊水地整備後は、河川環境が維持される
ため、影響は小さいと考えられる。ただ
し、間隙の多い礫河床を選好することか
ら、土砂の堆積による河床環境の変化に
留意する必要がる。

										アカザ																R1								水のきれいな河川上・中流の礫環境
に生息する。主に水生昆虫を採食す
る。

										カマキリ																R1								降河回遊魚で、海で生まれ川で成長
する。河川中流域の砂礫底質に生息
する。

										ネコギギ																R1								河川中流域の流れの緩やかな淵や平
瀬に生息し、昼間は礫の間隙等に潜
んでいる。夜に活発に活動し、主に
水生昆虫を採餌する。																																				工事中は、造成工事伴う濁水の影響を受
ける恐れがある。
遊水地整備後は、河川環境が維持される
ため、影響は小さいと考えられる。ただ
し、生息場、繁殖場として間隙を必要と
することから、土砂の堆積による河床環
境の変化に留意する必要がる。

										ヤリタナゴ																H28 、
R1								平野部の細流や、農業用水路等の緩
い流れのある場所に生息し、二枚貝
(イシガイ等)に産卵する。
アブラボテと同所的に見られること
が多いが、アブラボテよりも流れの
ある水域を好む。																																				工事中は、工事により通水が途切れた場
合は、一時的に生息が確認されなくなる
可能性がある。ただし、周辺にも類似の
環境は多数存在することから、これらの
種への影響は軽微であると考えられる。
遊水地整備後は、遊水地内の環境が維持
されるため、影響は小さいと考えられる
が、産卵基質となるイシガイ科の二枚貝
類の生息に留意する必要がある。

										アブラボテ																H28 、
R1								平野部の細流や、灌漑用水路等の岸
部を好む。二枚貝(イシガイ等)に産卵
する。ヤリタナゴと同所的に見られ
ることが多いが、ヤリタナゴよりも
流れの緩やかな水域を好む。

										カワヒガイ																H28 、
R1								河川の中流域から下流域にかけて、
またこれに繋がる用水路などのわず
かに流れのある砂礫底に生息する。
二枚貝(イシガイ等)に産卵する。

		表 4.5-5  確認された重要種と遊水地造成による影響（池尻地区・水域）

		項目								重要種																確認 年度								生息環境																																						事業影響と配慮事項

		底生
動物								コシダカ ヒメ 
モノアラガイ																H28								浅くて流れが緩やかな淀みと水生植
物が一体となった環境に生息する。																																						水田環境に生息する種であり、工事中に
遊水地内の通水が途切れた場合は、一時
的に生息が確認されなくなる可能性が
ある。ただし、周辺にも類似の環境は多
数存在することから、これらの種への影
響は軽微であると考えられる。
遊水地整備後は、遊水地内の環境が維持
されるため、影響は小さいと考えられ
る。

										マルタニシ																R1								冬季、極端に乾燥したり凍結したりし
ない暖地の平野部の水田や浅い池
沼、流れの緩やかな小河川の泥底
に生息する。

										マツカサガイ																R1								河川の下流域や平野部の用水路な
どの流れの緩やかで、水量が多く、
水質の良い砂泥底に生息する。

										トンガリ ササ 
ノハガイ																H28、
R1								河川の下流域や平野部の用水路な
どの砂泥底に生息し、アブラボテ
やヤリタナゴの産卵基質となる。
二枚貝(イシガイ等)は、砂礫底、
良好な水質、貝の幼生の宿主とな
る魚の存在が必要となる。

										キイロサナエ																H28								流れの緩やかな川に生息する。泥
分の多い砂泥底を好む。水生生物
を捕食する。堰などによる流れの
ない泥底ではほとんどみられな 
い。

										コオイムシ																H28、
R1								池や沼、水田に生息する。雌が雄
の背中に卵を産み付ける。
水質の汚濁に留意。幼虫の生息場
として、流れがない水生植物が繁
茂した空間が必要。直壁は登れな
い。

										タガメ																H28、
R1								低地〜丘陵地にある水生植物が繁
茂した池沼、水田、用水路などに
生息。特に本種は肉食性なので獲
物が獲りやすい止水域に多い。カ
エルや魚などを捕食する。

										クロゲン ゴロ ウ																H28								水田やため池を移動して生活する
成虫は、水草の茎に産卵する。幼
虫は水辺に這い上がって土中に蛹
室をつくるため、水域と陸域の連
続性の維持が重要となる。

										コガムシ																H28								６月頃に水草の間に白いまゆ状の
ゆりかごをつくり、その中に産卵
する。幼虫は肉食性で他の水生昆
虫や巻貝などを捕食する。成虫は
主に草食性である。
幼虫は、水辺に這い上がって上陸
し土中で蛹化する。
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				岐 阜 県   RD B：「岐阜県レッドデータブック（動物編）改訂版−岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物（動物編）改訂版−」

				（岐阜県、2010）

				CR+EN：絶滅危惧 I 類、VU：絶滅危惧 II 類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

				岐 阜 県 条 例：「岐阜県希少野生生物保護条例」（条例第 22 号、2003）

				◇：条例指定種













長良川遊水地事業における河川環境保全の基本的な考え方について

・長良川遊水地の整備における河川環境保全の基本的な考え方は以下のとおり。

③生息地が直接改変される範囲

工程 整備前 整備中 整備後

対象 重要種 その他の
確認種

重要種 その他の
確認種

重要種 その他の
確認種

調査 水辺の国勢調査
個別調査

水辺の
国勢調査

水辺の国勢調査
（必要に応じ個別調査）

水辺の
国勢調査

水辺の国勢調査

対策 移植※ 移植※ （必要に応じ保全対策） ― ―

工程 整備前 整備中 整備後

対象 重要種 その他の
確認種

重要種 その他の
確認種

重要種 その他の
確認種

調査 水辺の国勢調査

対策 －

②生息地が直接改変されないが、濁水等の間接的な影響を受ける範囲

①生息地が直接改変されず、濁水等の間接的な影響も受けない範囲

工程 整備前 整備中 整備後

対象 重要種 その他の
確認種

重要種 その他の
確認種

重要種 その他の
確認種

調査 水辺の国勢調査 水辺の国勢調査
（必要に応じ個別調査）

水辺の
国勢調査

水辺の国勢調査

対策 ― （必要に応じ保全対策） ― ―

10※具体な移植対象種は第２回検討会以降に選定する。
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